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学術資料出版

大空社出版

第１期
全60巻・別巻１

第１期
全60巻・別巻１

全収録内容

好
評
完
結

新
た
な
江
戸
時
代
の
魅
力
を
続
々
発
掘

庶
民
の
暮
ら
し
・
知
恵
、社
会
の
諸
相
が
生
き
生
き
と
展
開

多
彩
・
豊
富
・
貴
重
な〝
版
本
〟で
時
代
に
肉
迫
！

＊各巻分売可
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「
江
戸
時
代
」は
こ
の
１
冊
か
ら
！

　

今
日
「
江
戸
時
代
」
へ
の
関
心
、
注
視
の
度
合
い
は
高
ま
る
ば
か
り

で
す
。

　

本
文
庫
は
、
江
戸
時
代
庶
民
の
生
き
る
知
恵
と
技
術
、
生
活
の
実
相

を
知
る
史
料
（
版
本
）
を
精
選
し
影
印
集
録
す
る
も
の
で
す
。
第
１
期

全
60
巻
に
は
約
二
〇
〇
点
の
様
々
な
領
域
を
収
録
し
、
さ
ら
に
、
こ
れ

ら
を
縦
横
に
活
用
す
る
た
め
の
別
巻
（
解
題
・
索
引
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
第
１
期
に
続
き
、
こ
の
ほ
ど
〈
第
２
期
〉

全
40
巻
の
刊
行
を
開
始
し
、
本
文
庫
が
江
戸
時
代
史
料
の
一
層
充
実
し

た
宝
庫
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
第
２
期
開
始
に
あ
た
り
、
既
刊
の
第
１
期
を
含
め
、
全
巻
を

分
売
可
能
と
し
、
ご
希
望
の
巻
の
み
で
も
お
求
め
に
な
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

学術資料出版

大空社出版

第
１
期	

全
60
巻
（
第
1
～
60
巻
）
全
8
回
配
本
（
２
０
１
２
～
２
０
１
６
）

	
別

巻　
　
　

「
解
題
・
索
引
」「
江
戸
庶
民
」の
生
活
を
知
る

	
　
　
　
　

＊　
　

＊

第
２
期	
全
40
巻
（
第
61
～
100
巻
）
全
8
回
配
本
（
２
０
１
８
～

２
０
２
１
予
定
）

＊
2018 年 11 月

完
結

好
評
配
本
中

江
戸
時
代
庶
民
は
「
地
震
」
に

ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
た
か

知
識
と
情
報
は
、
生
活
と
の
関
連
は
？

（
別
巻
）『「
江
戸
庶
民
」の
生
活
を
知
る
』で

た
ち
ど
こ
ろ
に
捜
せ
ま
す
！

《解題》①『江戸時代庶民文庫』全 60 巻に収載した 22 ジャンル約
200 点の資料の解題（書誌情報と内容概説）を収録。本巻刊行後の
新知見を加え、参考図版も追加するなど、既収録の解題内容を更新
した決定版。　②「主要目次」は資料本文中からキーワードを抽出
しページを示したもので、解読しにくい資料の内容を知る格好のツー
ルとなっている。

《索引》①索引（事項・人名・書名）約 170 頁・索引語総数約 5250 は
江戸庶民の生活・思想にアクセスするキーワードの宝庫。　②「収
録文献索引」2 種＝『庶民文庫』収録文献（五十音順）と、『庶民文庫』（全
60 巻）＋『江戸時代女性文庫』（全 100 巻）の収録文献をあわせ「分
野別」に編集。さらに『女性文庫』収録文献目次も添え、江戸研究
に必見の 2 大資料を横断する至便なツールとした。　

女性［5 分野 30 点］
女性百科/女子教訓/風俗・遊女/産育/家政

ことば［3 分野 23 点］
語彙/道歌・俚諺

道徳・教育・宗教［6 分野 101 点］
仏教（臨終行儀、往生、放生など）/教訓/法令・教諭/礼法/
教育/神道/祭祀

その他［8 分野 43 点］
食生活/養生・医学/諸芸/暦占/遊戯/便覧・年代記/
地誌・外国地誌/救荒・防災/産業・経済

［体裁：A5 判・上製・クロス装・660 頁］
ISBN 978-4-908926-02-0

（2016 年 12 月刊）

本体 28,000 円（税別）

【収載資料の分野（ジャンル）・点数】

「
地
震
」

いまにつながるテーマ、江戸時代だからこその
多種多様な題材が満載！
約 200 点、総約 22,800 ページから
知りたい情報をすぐ見つけたい…

たとえば ...

「江戸庶民」の生活を知る
江戸時代庶民文庫

別巻「解題・索引」

解
題
・
小
泉
吉
永（
法
政
大
学

　

講
師

）
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「江戸庶民」の生活を知る

次
々
と
展
開
す
る

江
戸
庶
民
の
心
と
智
恵
！

《索引》で「地震」を引く

…
と
な
り
の
ペ
ー
ジ
に

興
味
を
そ
そ
る
絵
が▼

第
10
巻【
仏
教
】よ
り

第27巻【家政】より

●

●

見本縮小

江戸時代庶民文庫別巻「解題・索引」

江戸時代研究を加速させる必携ツール！

＊ていねいにルビが振られているので分かりやすく検索しやすい。

江戸庶民の生きる知恵と技術の〈宝庫〉を縦横無尽に駆け巡る！

＊	

単
語
の
み
な
ら
ず
句
か
ら
引
け
る「
読
め
る
」索
引

《解題》で資料の内容を詳しく知る
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1
巻
【
女
性
百
科
】［
1
点
］　　

①
女
芸
文
三
才
図
会（
お
ん
な
げ
い
ぶ
ん

さ
ん
さ
い
ず
え

）　

三
代
目
吉
文
字
屋
市
兵
衛（
鳥
飼
昭
・
酔
雅
）編
・
序
。
潜
竜
渓
美
啓
補
。
三
浦
茂
樹
序
。
天
保
12（1841

）　

▽
大
阪
書
肆
・
吉

文
字
屋
市
兵
衛
板
の
女
子
用
往
来
数
点
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
。「
十
二
月
和
歌
」「
蹴
毬
和
歌
」「
百
人
一
首
」
等
の
和
歌
・
教
訓
歌
、「
幼
女
そ
だ
て
草
」「
女
手
習
状
」「
女
躾
方
百
箇
条
」「
教

訓
百
箇
条
」
な
ど
の
女
子
教
訓
、
本
朝
賢
女
略
伝
、
婚
礼
祝
言
・
食
礼
等
の
礼
法
、
香
道
・
化
粧
そ
の
他
種
々
の
記
事
か
ら
成
る
。

2
巻
【
女
子
教
訓
】［
2
点
］　　

①
女
要
訓
和
歌
文
庫（
お
ん
な
よ
う
く

ん
わ
か
ぶ
ん
こ

）　

桃
江
舎
漁
舟 

作
・
跋
。
長
谷
川
光
信
画 

板
木
彫
刻
は
難
波
屋
利
兵
衛
。
寛
保
3（1743

）　

▽
『
栄
花
物
語
』
と
『
源
氏
物
語
』

箒
木
巻
前
半
部
の「
雨
夜
品
定
」を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
異
色
の
女
子
用
往
来
。　
　

②
女
学
則（
お
ん
な
が

く
そ
く

）　

三
代
目
吉
文
字
屋
市
兵
衛（
鳥
飼
昭
・
酔
雅
）編
・
序
。 

月
岡
丹
下（
雪
鼎
）画
。
明
和
2（1765

）

▽
『
和
俗
童
子
訓
』
の
随
年
教
法
に
も
似
た
年
代
別
の
女
子
教
育
法
と
、
和
漢
の
名
女
略
伝
を
引
き
つ
つ
婦
道
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
た
女
子
用
往
来
。

3
巻
【
語
彙
】［
2
点
］　　

①
万
宝
女
節
用
罌
粟
嚢（
ば
ん
ぽ
う
お
ん
な
せ

つ
よ
う
け
し
ぶ
く
ろ

）　

山
本
序
周 

編
。
享
保
6（1721

）　

▽
天
地
・
神
祗
・
人
倫
・
年
月
・
衣
食
・
草
木
・
生
類
・
器
財
・
言
語
の
9
部
門
で
、
御
所

言
葉
な
ど
の
女
性
語
を
集
め
た
節
用
集
。　

②
女
節
用
文
字
嚢（
お
ん
な
せ
つ
よ

う
も
じ
ぶ
く
ろ

）　

山
本
序
周 

編
。
宝
暦
12（1762

）　

▽
前
掲
享
保
6
年
板
の
付
録
記
事
等
を
改
訂
し
た
改
題
本
。

4
巻
【
女
子
教
訓
】［
3
点
］　　

①
女
今
川
以
呂
波
文（
お
ん
な
い
ま
が

わ
い
ろ
は
ぶ
み

）　

北
尾
辰
宣（
仁
右
衛
門
・
雪
坑
斎
）作
・
画
。
明
和
3（1766

）　

▽
明
和
2
年
11
月
出
願
の
『
女
七
宝
操
庫
』
の
改
題
本（
出
版
直

前
の
改
題
の
た
め
「
女
七
宝
操
庫
」
で
の
出
版
は
皆
無
か
）。『
七
ッ
い
ろ
は
』
に
な
ら
っ
て
女
子
の
心
得
と
な
る
べ
き
金
言
・
俚
諺
な
ど
を
イ
ロ
ハ
順
に
7
語（
7
行
）ず
つ
書
き
出
し
た
教
訓
。　

②
女
九
九
乃
声（
お
ん
な
く

く
の
こ
え

）　

大
江
文
坡（
大
江
匡
弼
・
菊
丘
臥
山
人
・
臥
仙
子
）編
・
序
。
下
河
辺
拾
水 

書
・
画
。
天
明
7（1787

）　

▽
九
九
の
読
み
声
と
教
訓
歌
、
さ
ら
に
そ
れ
を
敷
衍
し
た
挿
絵

と
頭
書
で
構
成
さ
れ
た
女
子
用
往
来
。
冒
頭
で
女
性
の
日
常
生
活
に
お
け
る
九
九
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。
続
い
て
、
九
九
の
読
み
声
毎
に
第
一
音
が
文
字
鎖
で
連
な
る
教
訓
歌
36
首
と
挿
絵
36
葉

を
掲
げ
る
。　

③
女
今
川
園
生
竹（
お
ん
な
い
ま
が
わ

そ
の
う
の
た
け

）　

高
井
蘭
山 

編
・
序
・
跋
。
文
政
5（1822

）　

▽
男
性
用
の
『
古
状
揃
』
に
な
ら
い「
女
今
川
」、「
女
手
習
状
」、「
存
義
の
母
書
の
勧
る
文
」、「
智

月
三
道
の
文
」、「
千
代
女
四
民
の
文
」、「
最
明
寺
殿
の
母
公
殺
生
の
禁
」、「
梶
女
七
情
の
教
訓
」、「
千
代
能
欣
求
浄
土
の
文
」、「
園
女
兄
弟
姉
妹
の
間
を
論
ず
る
文
」の
9
条
を
収
録
し
た
女
子
用
往
来
。

5
巻
【
風
俗
・
遊
女
】［
3
点
］　　

①
漫
画
百
女（
ま
ん
が
ひ
ゃ

く
じ
ょ

）　

合
川
亭
珉
和 
画
。
灌
河
山
人（
文
屋
茂
喬
・
売
書
翁
・
ふ
み
売
の
翁
・
吉
田
屋
新
平
衛
）作
・
序
。
文
化
11（1814

）　

▽
江
戸
後
期
の
女

性
風
俗
を
描
い
た
三
色
刷
り
の
絵
本
。　

②
花
街
漫
録（
か
が
い
ま

ん
ろ
く

）　

西
村
藐
庵（
伊
之
・
花
明
園
）作
・
跋
。 

文
政
8（1825

）　

▽
江
戸
の
吉
原
遊
郭
の
沿
革
や
故
事
来
歴
、
古
文
書
・
器
物
等
に
つ

い
て
述
べ
た
随
筆
。　

③
高
尾
年
代
記（
た
か
お
ね

ん
だ
い
き

）　

柳
亭
種
彦（
高
屋
種
彦
）作
。
文
亭
梅
彦
・
笠
亭
仙
果 

序
。
柳
下
亭
種
員
跋
。
嘉
永
2（1849

）　

▽
江
戸
新
吉
原
町
「
三
浦
屋
」
抱
え
の
最
高
級

遊
女
「
高
尾
」
初
代
以
下
代
々
の
伝
記
。

6
巻
【
諸
芸
】［
4
点
］　　

①
当
流
謡
指
南
抄（
と
う
り
ゅ
う
う
た

い
し
な
ん
し
ょ
う

）　

作
者
不
明
。
元
禄
9（1696
）　

▽
謡
本
の
出
版
が
最
盛
期
を
迎
え
た
元
禄
期
の
代
表
的
な
謡
曲
教
則
本
。　

②
本
朝
茶
経（
ほ
ん
ち
ょ
う

ち
ゃ
き
ょ
う

）　

竹
村
一
玄 

作
・
書
。
文
化
4（1807

）　

▽
日
本
の
茶
道
の
歴
史
や
茶
室
・
茶
器
・
茶
席
等
の
用
語
・
心
得
を
記
し
た
往
来
物
。　

③
蜀
山
人
狂
歌
図
絵（
し
ょ
く
さ
ん
じ
ん

き
ょ
う
か
ず
え

）　

蜀
山
人（
大
田
南
畝
）作
。

歌
川
貞
房 

画
。
安
政
5（1858

）　

▽
狂
歌112

首
に
挿
絵
を
加
え
た
狂
歌
絵
本
。　

④
俳
諧
図
会（
は
い
か

い
ず
え

）　

金
水
道
人（
松
亭
）作
。
渓
斎
英
泉 

画
。
江
戸
後
期　

▽
幕
末
の
俳
人
約
90
人
の
発
句

187

句
を
色
刷
り
挿
絵
と
と
も
に
掲
げ
た
小
冊
子
の
絵
本
。

7
巻
【
暦
占
】［
3
点
］　　

①
天
竺
霊
感
観
音
籖（
て
ん
じ
く
れ
い
か

ん
か
ん
の
ん
せ
ん

）　

三
笠
軒
一
任
子 

作
・
跋
。
寛
文
2（1662
）　

▽
観
音
菩
薩
の
化
身
の
お
告
げ
で
吉
凶
を
占
う
「
観
音
籖（
大
士
籖
）」
の
解
説
書
。　

②
人
相
小
鑑
大
全（
に
ん
そ
う
こ
か

が
み
た
い
ぜ
ん

）　

喜
多
村
江
南
軒 

作
。
貞
享
1（1684

）　

▽
江
戸
前
期
を
代
表
す
る
人
相
学
入
門
書
で
、
上
巻
は
総
論
及
び
人
面
部
、
中
巻
は
眉
・
眼
・
鼻
・
耳
・
口
・
唇
・
歯
・
舌

部
、下
巻
は
手
相
部
か
ら
な
る
。　

③
人
相
早
見
伝（
に
ん
そ
う
は

や
み
で
ん

）　

系
田
川
翁 

作
・
序
。
弘
化
4（1847

）　

▽
主
に
面
相
の
十
三
部
位
・
十
二
宮
に
よ
る
善
悪
吉
凶
の
要
点
を
記
し
た
簡
易
な
小
冊
子
。

8
巻
【
遊
戯
】［
4
点
］　　

①
秘
事
百
撰（
前
編
）（
ひ
じ
ひ
ゃ

く
せ
ん

）　

福
井
智
徳
斎 

作
。
文
政
10（1827

）／
秘
事
百
撰（
後
編
）　
福
井
智
徳
斎 

作
。
弘
化
4（1847

）　

▽
妙
術
・
奇
術
等
を
集
録
し
た
も
の
で
、

前
編
は100

項
を
掲
げ
、
後
編
は
全
50
項
。
非
実
用
的
な
奇
術
が
大
半
を
占
め
、
総
じ
て
、
一
種
の
宴
会
芸
・
余
興
集
で
あ
る
。　

②
手
妻
早
伝
授（
て
づ
ま
は
や

で
ん
じ
ゅ

）　

十
方
舎
一
丸（
橘
園
）作
・
序
。

嘉
永
2（1849

）　

▽
序
文
の
表
現
を
借
り
れ
ば
「
は
づ
か
一
家
の
小
天
地
に
不
思
議
を
視
せ
、
人
の
眼
玉
を
驚
し
、
且
、
興
ぜ
し
む
る
」
奇
術
・
妙
術
を
種
々
集
め
た
娯
楽
書
。　

③
身
振
い
ろ

は
芸（
み
ぶ
り
い

ろ
は
げ
い

）　

東
西
庵
南
北 

編
・
序
。
二
代
北
庵
重
政（
花
蘭
亭
）・
歌
川
国
貞 

画
。
文
政
12（1829

）　

▽
文
字
通
り
人
の
身
振
り
で
「
い
ろ
は
」
四
十
七
字
と
「
京
」
の
字
を
表
現
し
た
絵
文
字

の
草
双
紙
。　

④
新
法
狂
字
図
句
画（
し
ん
ぽ
う
き
ょ

う
じ
ず
く
え

）　

万
亭
応
賀 

作
。
安
藤
広
重（
一
立
斎
）画
。
江
戸
後
期　

▽
文
字
で
描
い
た
「
文
字
絵
」
に
狂
句
を
加
え
た
戯
作
。

9
巻
【
仏
教（
臨
終
行
儀
）】［
3
点
］　　

①
孝
養
集（
こ
う
よ
う
し
ゅ
う
・

き
ょ
う
よ
う
し
ゅ
う

）　

作
者
不
明（
伝
覚
鑁 

作
）。
寛
永
20（1643

）　

▽
書
名
は
老
母
の
た
め
に
「
聖
教
ノ
道
理
」
と
「
実
ノ
道
」
を
綴
っ
た
こ
と
に
由
来

し
、上
巻
「
善
悪
ヲ
明
ス
」
十
二
カ
条
、中
巻
「
実
ノ
道
ヲ
明
ス
」
15
カ
条
、下
巻
「
臨
終
正
念
、往
生
極
楽
ノ
心
ヲ
明
ス
」
10
カ
条
の
三
巻
に
分
け
て
説
く
。　

②
千
代
見
草（
ち
よ
み

ぐ
さ

）　

伝
日
遠（
心

性
院
）作
・
跋
。
宝
永
7（1710

）　

▽
日
蓮
宗
の
教
義
に
基
づ
き
臨
終
教
化
や
看
病
の
心
得
な
ど
を
説
い
た
臨
終
行
儀
書
。　

③
四
要
篇（
し
よ
う

へ
ん

）　

関
通（
向
誉
）・
法
岸（
光
誉
）作
。
文
化
13（1816

）

▽
西
円
寺
住
職
と
し
て
地
域
の
民
衆
教
化
に
尽
力
し
た
法
岸
が
文
化
12
年
12
月
5
日
に
入
滅
し
た
の
を
機
に
、
法
岸
が
長
年
に
わ
た
っ
て
講
じ
て
き
た
向
誉
関
通
の
遺
書
三
編
に
、
法
岸
の
遺
稿
を

全
60
巻
（
第
1
～
60
巻
）

第１期

全
収
録
内
容

＊
各
巻
分
売
可

（
分
売
価
格
一
覧
は

p.11
）

［
収
録
資
料
点
数
］

第 1 回配本（1 ～ 8 巻）

＊
収
録
図
版
よ
り
（
収
録
巻
）

（5）
（1）

（6）

（7）



5

添
え
、『
四
要
篇
』
と
題
し
て
刊
行
。

10
巻
【
仏
教（
往
生
）】［
3
点
］　　

①
女
人
往
生
章（
に
ょ
に
ん
お
う

じ
ょ
う
し
ょ
う

）　

洞
空（
慈
泉
）編
。
延
享
1（1744

）　

▽
主
に
女
人
往
生
に
関
す
る
疑
問
に
答
え
る
形
で
、
女
性
が
往
生
し
成
仏
し
得
る
所
以
を
説
い

た
浄
土
系
の
仏
教
書
。　

②
贈
貴
族
女
性
法
語（
ぞ
う
き
ぞ
く
に
ょ
し
ょ
う
ほ
う
ご
・
　

き
ぞ
く
に
ょ
し
ょ
う
に
お
く
る
ほ
う
ご

）　

釈
超
然 

作
。
天
保
3（1832

）　

▽
近
江
国
神
崎
郡
福
堂
村
の
覚
成
寺
住
職
の
超
然
が
、
江
州
薩
摩
村
・
善
照
寺
了
観

の
室（
葉
室
頼
寿
卿
息
女
）の
懇
望
に
よ
り
著
し
た
真
宗
系
の
教
訓
書
。　

③
大
経
五
悪
図
会（
だ
い
き
ょ
う

ご
あ
く
ず
え

）　

東
奥
法
照
山 

作
・
序
。
弘
化
5（1848

）　

▽
人
間
の
善
良
な
心
を
害
す
る
三
毒（
貪
欲
・

瞋
恚
・
愚
痴
）の
あ
ら
ま
し
や
、
こ
れ
ら
の
悪
心
が
招
く
悪
因
因
果
の
理
を
豊
富
な
図
解
を
交
え
て
勧
善
懲
悪
や
信
心
を
促
し
た
浄
土
宗
系
の
教
訓
書
。

11
巻
【
仏
教（
仏
教
一
般
）】［
4
点
］　　

①
孝
子
善
之
丞
感
得
伝（
こ
う
し
ぜ
ん
の
じ
ょ

う
か
ん
と
く
で
ん

）　

直
往（
松
野
善
之
丞
）著（
口
述
）。
称
阿（
厭
欣
沙
門
）編
・
跋
。
林
丹
治（
豊
信
）画
。
天
明
2（1782

）　

▽
父（
松
野

善
四
郎
）の
病
気
平
癒
祈
願
の
た
め
地
元
の
観
音
堂
や
薬
師
堂
を
参
拝
し
た
奥
州
伊
達
郡
南
半
田
村
の
孝
子
善
之
丞
が
、
地
蔵
菩
薩
の
導
き
に
よ
っ
て
地
獄
お
よ
び
極
楽
め
ぐ
り
を
し
た
体
験
を
記

し
た
実
録
書
・
勧
化
本
。　

②
彼
岸
状（
ひ
が
ん

じ
ょ
う

）　

作
者
不
明（
樋
口
伊
之
輔
か
）書
。
文
化
15（1818

）　

▽
北
山
村（
岐
阜
県
山
県
郡
、
ま
た
は
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
か
）住
人
の
樋
口
伊
之
輔（
15
歳
）

が
自
ら
揮
毫
し
自
ら
用
い
た
手
習
本
。
仏
節
に
基
づ
く
死
後
の
世
界
、
即
ち
、
閻
魔
大
王
に
よ
っ
て
生
前
の
善
悪
が
裁
か
れ
る
ま
で
の
経
緯
や
そ
の
後
の
行
先
で
あ
る
地
獄
や
極
楽
な
ど
、
彼
岸
の

あ
ら
ま
し
を
記
し
た
も
の
。　

③
三
世
乃
道
歌（
み
よ
の
み

ち
う
た

）　

推
翁
禅
師 

作
・
画
。
文
政
11（1828

）　

▽
「
仏
法
は
ひ
く
ふ
と
く
ほ
ど
道
お
ほ
く　

魔
説
に
お
ち
て
人
ぞ
ま
ど
へ
る
」
か
ら
「
お
さ
な

子
も
い
ふ
こ
と
や
す
き
道
な
れ
ど　

お
こ
な
ひ
が
た
き
諸
悪
莫
作
」
ま
で
の
道
歌110

種
を
収
め
た
仏
教
系
の
絵
入
道
歌
集
。　

④
潤
家
潤
身（
じ
ゅ
ん
か

じ
ゅ
ん
し
ん

）　

徳
道（
徳
本
行
者
法
孫
）作
。
江
戸
後
期

▽
「
怠
ら
ぬ
夏
の
か
せ
ぎ
の
ほ
ど
ほ
ど
も
穂
に
あ
ら
は
れ
て
出
る
秋
の
田
」
の
よ
う
な
道
歌
一
首
を
掲
げ
て
導
入
と
し
、
種
々
の
金
言
や
教
説
を
引
き
な
が
ら
道
歌
の
趣
旨
を
敷
衍
す
る
と
い
う
形

式
で
綴
っ
た
浄
土
宗
系
の
教
訓
書
。

12
巻
【
仏
教（
放
生
）】［
6
点
］　　

①
〈
商
家
繁
栄
・
農
家
豊
作
〉
重
宝
記
／
民
家
豊
饒
重
宝
記（
し
ょ
う
か
は
ん
え
い
・
の
う

か
ほ
う
さ
く-

ち
ょ
う
ほ
う
き

／
み
ん
か
ほ
う
じ
ょ

う
ち
ょ
う
ほ
う
き

）　

森
住
万
願
堂（
柳
意
）編
・
序
。
弘
化
2（1845

）／
嘉
永
1（1848

）

▽
牛
馬
の
殺
生
防
止
と
放
生
推
進
の
た
め
に
、
大
阪
の
森
往
万
願
堂
が
発
起
人
と
な
り
、
老
牛
馬
放
生
元
の
春
木
屋
吉
兵
衛
や
摂
州
八
部
郡
西
須
摩
村
住
民
ら
が
協
賛
し
て
施
印
し
た
啓
発
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
。　

②
放
生
歓
喜
艸（
ほ
う
じ
ょ
う
よ

ろ
こ
び
ぐ
さ

）　

念
阿
純
称（
京
南
伏
水
誓
願
寺
）作
。
速
水
春
暁
斎 

画
。
文
化
13（1816

）　

▽
湖
南
の
鉄
翁
居
士
の
依
頼
に
よ
り
著
し
た
草
稿
を
童
蒙
用
に
添
削
し
て
上

梓
し
た
浄
土
系
放
生
教
訓
書
。　

③
誡
殺
放
生
文（
か
い
せ
つ
ほ
う
じ
ょ
う
も
ん
・

か
い
せ
つ
ほ
う
じ
ょ
う
ぶ
ん

）　

山
城
国
鞍
馬
山
某
闍
梨 

作
。
天
保
7（1836

）　

▽
冒
頭
の
「
殺
生
因
縁
六
斎
日
の
事
」
で
殺
生
・
放
生
と
因
果
応
報
の

道
理
を
詳
述
し
、
せ
め
て
毎
月
の
六
斎
日
だ
け
で
も
殺
生
を
慎
み
放
生
の
陰
徳
を
慎
む
べ
き
こ
と
を
諭
し
、
放
生
の
際
の
呪
文
・
経
文
を
示
し
た
「
放
生
略
作
法
」
を
掲
げ
る
。　

④
放
生
勧
進

録（
ほ
う
じ
ょ
う
か

ん
じ
ん
ろ
く

）　

作
者
不
明
。
玉
水 

画
。
嘉
永
4（1851

）　

▽
永
代
放
生
大
会
を
催
し
て
加
入
者
の
先
祖
供
養
と
と
も
に
毎
月
魚
鳥
一
万
生
の
放
生
を
行
う
放
生
会
の
入
会
勧
奨
用
の
小
冊
子
。
世

の
中
の
卑
近
な
事
例
を
引
き
な
が
ら
諭
し
、
誰
も
が
望
む
無
病
長
命
・
家
運
繁
盛
・
子
孫
長
久
・
富
貴
繁
栄
・
家
内
和
睦
を
得
る
た
め
の
放
生
を
説
く
。　

⑤
放
生
手
引
草（
ほ
う
じ
ょ
う

て
び
き
ぐ
さ

）　

諦
忍（
妙
竜
・

雲
蓮
社
空
華
）作
・
序
。
嘉
永
6（1853

）　

▽
尾
張
国
八
事
山
興
正
寺
五
世
の
妙
竜
が
晩
年
に
著
し
た
真
言
系
の
放
生
教
訓
書
で
、
死
後
半
世
紀
以
上
を
経
た
嘉
永
年
間
に
上
梓
さ
れ
た
も
の
。
⑥

法
義
家
内
示
談（
ほ
う
ぎ
か
な

い
じ
だ
ん

）　

浄
満
寺（
湖
東
野
洲
）嗣
講
師
某 

述
。
万
延
1（1860

）　

▽
湖
東
野
洲
の
浄
満
寺
の
僧
侶
某
が
「
家
内
和
合
を
専
ら
に
を
し
へ
、
生
て
は
家
富
栄
、
死
て
は
浄
土
に
生

る
の
金
言
、
二
世
安
楽
の
要
道
」
を
説
い
た
法
話
「
家
内
示
談
」
に
挿
絵
を
施
し
上
梓
し
た
真
系
教
訓
書
。

13
巻
【
語
彙（
通
俗
辞
書
）】［
3
点
］　　

①
畳
辞
訓
解（
じ
ょ
う
じ

く
ん
か
い

）　

白
雲
居
士 

編
・
跋
。
延
宝
9（1681

）　

▽
同
一
の
漢
字
を
重
ね
て
物
事
の
状
態
な
ど
を
示
す
畳
字
ば
か
り
を
集
め
、
天
文
・
地
理
・

宮
室
・
時
令
・
人
物
・
鳥
獣
・
蟲
魚
・
人
事
・
花
木
・
文
史
・
珍
宝
・
衣
服
・
飲
食
・
器
用
・
彩
色
・
数
目
の
16
分
類
に
分
け
て
掲
げ
た
国
語
辞
書
。　

②
授
幼
難
字
訓（
じ
ゅ
よ
う
な

ん
じ
く
ん

）　

井
沢
長
秀（
蟠

竜
子
）編
・
序
。
享
保
12（1727

）　

▽
和
漢
諸
書
か
ら
難
し
い
漢
字
の
和
訓
を
集
め
、「
い
に
し
へ
よ
り
の
訓
を
ば
大
や
う
は
ぶ
き
、
し
ば
ら
く
俗
間
の
い
や
し
き
こ
と
ば
に
か
へ
」、
冒
頭
第
一
音

の
イ
ロ
ハ
順
に
配
列
し
た
童
蒙
用
の
語
彙
集
。　

③
童
子
要
字
海
絵
抄（
ど
う
じ
よ
う
じ

か
い
え
し
ょ
う

）　

作
者
不
明
。
江
戸
中
期（
安
永
頃
）刊
行　

▽
職
業
別
に
日
用
語
を
集
め
た「
農
家
用
文
字
尽
」「
商
家
文
字
尽
」、

手
紙
用
の
日
常
語
を
集
め
た
「
書
礼
要
字
集
」
か
ら
な
る
語
彙
科
往
来
。

14
巻
【
語
彙（
通
俗
辞
書
）】［
4
点
］　　

①
寺
子
節
用
錦
袋
鑑（
て
ら
こ
せ
つ
よ
う

き
ん
た
い
か
が
み

）　

作
者
不
明
。
寛
延
4（1751
）　　

▽
節
用
集
の
イ
ロ
ハ
分
け
に
な
ら
っ
て
庶
民
の
日
用
語
を
集
め
た
往
来
物
。　

②
増

補
童
字
節
用
集（
ぞ
う
ほ
ど
う
じ
せ

つ
よ
う
し
ゅ
う

）　

浅
田
恒
隆 

編
。
安
永
5（1776

）　

▽
従
来
の
節
用
集
と
は
異
な
る
語
彙
を
意
識
的
に
集
め
た
節
用
集
で
、
意
義
分
類
と
し
て
の
部
門
分
け
は
な
く
、
語
彙
を
イ
ロ

ハ
順
に
六
行
・
付
訓
で
掲
げ
、
稀
に
割
注
を
施
す
。　

③
子
供
節
用
集（
こ
ど
も
せ
つ

よ
う
し
ゅ
う

）　

作
者
不
明
。
文
化
3（1806
）　

▽
文
化
3
年
刊
『
分
類
早
見
字
尽
』
2
巻
本
を
1
巻
に
合
綴
し
た
改
題
本
で
、

前
後
を
整
え
て
23
分
類
と
し
た
。　

④
意
見
早
引
大
善
節
用（
い
け
ん
は
や
び
き
だ

い
ぜ
ん
せ
つ
よ
う

）　

為
永
春
水（
教
訓
亭
・
長
次
郎
）作
・
序
。
天
保
14（1843

）　

▽
節
用
集
を
模
し
て
「
夫
が
意
見
の
早
引
」
と
し
て
綴
っ

た
戯
文
調
の
教
訓
書
。

15
巻
【
俚
諺（
俚
諺
一
般
）】［
4
点
］　　

①
漢
語
大
和
故
事（
か
ん
ご
や

ま
と
こ
じ

）　

蔀
遊
燕（
遊
燕
子
）作
。
元
禄
4（1691

）　

▽
江
戸
前
期
の
代
表
的
な
俚
諺
資
料
の
一
つ
。　

②
心
学
俗
語（
し
ん
が
く

ぞ
く
ご

）　

小
林
高

英（
高
英
翁
）作
・
序
。
可
笑
斎  

画
。
文
化
14（1817

）　

▽
「
心
学
の
教
と
も
可
成
一
冊
」
と
し
て
「
昔
よ
り
伝
へ
来
る
世
の
諺
の
仮
令
」
を
集
め
て
解
説
を
施
し
た
も
の
。　

③
〈
心
学
〉
以
呂

波
戒（
し
ん
が
く-

い

ろ
は
い
ま
し
め

）　

小
山
駿
亭 

作
・
序
。
文
政
7（1824

）　

▽
作
者
が
児
童
の
玩
び
に
作
っ
た
「
い
ろ
は
譬
」
と
称
す
る
歌
カ
ル
タ
を
講
釈
し
た
と
こ
ろ
、
子
供
た
ち
が
強
い
関
心
を
示
し
、
こ
れ

を
求
め
る
親
も
多
か
っ
た
た
め
、
そ
の
趣
向
で
イ
ロ
ハ
で
始
ま
る
俚
諺
・
金
言
類
を
集
め
解
説
し
た
教
訓
書
。　

④
心
体
安
楽
丸（
し
ん
た
い
あ

ん
ら
く
が
ん

）　

作
者
不
明
。
江
戸
後
期
刊　

▽
表
紙
に
「
第
一
身
を

潤
し
心
広
く
躰
胖
な
る
の
妙
薬
／
但
し
、
小
含
一
反
を
朝
夕
と
も
常
に
用
い
て
よ
し
」
と
記
す
よ
う
に
、
薬
種
の
効
能
書
に
見
立
て
て
金
言
を
箇
条
書
き
に
列
記
し
た
教
訓
書
。

16
巻
【
俚
諺（
道
歌
等
）】［
2
点
］　　

①
和
漢
詞
徳
抄（
わ
か
ん
し
と

く
し
ょ
う

）　

一
陽
井
素
外 

編
・
序
。
北
尾
重
政 

画
。
安
永
8（1779

）　

▽
和
漢
の
名
言
・
名
句
・
名
歌
等
を
題
材
に
綴
っ
た
童
蒙
絵
入
教
訓
書
。

②
鄙
都
言
種（
ひ
と
ご

と
ぐ
さ

）　

森
島
中
良（
森
羅
子
）作
。
享
和
2（1802

）　

▽
和
漢
の
名
言
・
名
句
・
名
歌
等
を
題
材
に
綴
っ
た
童
蒙
教
訓
書
『
教
訓
譬
生
草
』
五
冊
の
第
二
～
五
巻
に
相
当
す
る
絵
入
教

訓
書
。

第 2 回配本（9 ～ 16 巻）

江
戸
時
代
庶
民
文
庫
・
第
１
期
　
全
60
巻
　
全
収
録
内
容

（11）
（12）

（14）

（15）



6

17
巻
【
養
生
】［
6
点
］　　

①
養
性
百
種（
よ
う
じ
ょ
う

ひ
ゃ
く
し
ゅ

）　

曲
直
瀬
道
三 

作
。
天
正
17（1589

）　

▽
全
百
首
の
養
生
教
訓
歌
集
。
服
薬
の
慎
み
、
飲
食
、
休
養
・
保
養
、
入
浴
や
飲
酒
の
心
得
、
心
の
持
ち

よ
う
、
季
節
の
過
ご
し
方
、
自
覚
症
状
と
対
処
法
な
ど
。
道
三
の
養
生
観
も
窺
え
る
。　

②
養
生
歌（
よ
う
じ
ょ
う
う
た
・

よ
う
じ
ょ
う
か

）　

多
紀
元
徳 

作
。
寛
政
6（1794

）　

▽
養
生
の
道
を
庶
民
に
知
ら
し
め
る
に
は
、

俚
語
で
綴
っ
た
和
歌
が
理
解
・
暗
踊
に
有
益
な
こ
と
か
ら
撰
作
し
た
養
生
教
訓
歌
集
。　

③
温
泉
考（
お
ん
せ

ん
こ
う

）　

原
雙
桂 

作
。
寛
政
6（1794

）　

▽
温
泉
の
効
用
や
治
療
・
養
生
の
た
め
の
湯
治
や

適
切
な
温
泉
入
浴
法
、
温
泉
の
歴
史
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
に
つ
い
て
、
和
漢
の
諸
書
を
引
き
な
が
ら
記
し
た
書
。　

④
延
寿
養
生
談（
え
ん
じ
ゅ
よ
う

じ
ょ
う
だ
ん

）　

谷
了
閑 

作
。
文
政
3（1820

）　

▽
養
生
や
病
気

治
療
・
服
薬
な
ど
の
心
得
を
庶
民
向
け
に
平
易
に
説
い
た
養
生
書
。　

⑤
養
生
論（
よ
う
じ
ょ

う
ろ
ん

）　

久
保
謙
亨 

作
。
文
政
9（1826

）　

▽
唐
の
名
医
・
孫
真
人
の
養
生
法
や
貝
原
益
軒
の
『
養
生
訓
』
に

基
づ
き
日
用
養
生
の
秘
訣
を
諭
し
た
書
。　

⑥
養
生
主
論（
よ
う
じ
ょ
う

し
ゅ
ろ
ん

）　

松
本
遊
斎 

作
。
小
沢
華
獄
子 

画
。
天
保
3（1832

）　

▽
養
生
の
重
要
性
や
食
生
活
に
お
け
る
心
得
な
ど
を
述
べ
た
養
生
書
。

18
巻
【
養
生
】［
5
点
］　　

①
病
家
示
訓（
び
ょ
う
か

じ
く
ん

）　

加
藤
謙
斎 

作
。
正
徳
3（1713

）　

▽
も
と
も
と
病
弱
で
医
者
通
い
が
頻
繁
だ
っ
た
こ
と
か
ら
医
者
や
病
気
に
精
通
し
、
三
十
年
以
上
も
親
類
知
人

の
相
談
に
応
じ
た
作
者
が
、
医
者
選
び
の
参
考
に
著
し
た
書
。　

②
砦
艸（
と
り
で

ぐ
さ

）　

原
南
陽 

作
。
文
化
1（1804

）　

▽
陣
中
で
医
師
が
不
在
の
場
合
の
応
急
処
置
や
治
療
法
な
ど
を
記
し
た
医
書
、

漁
猟
や
野
遊
び
な
ど
野
外
で
の
事
故
に
も
有
益
と
す
る
。　

③
食
か
ゞ
美（
し
ょ
く

か
ゞ
み

）　

石
川
元
混 

作
。
文
政
2（1819

）　

▽
「
日
用
飲
食
の
能
毒
・
禁
忌
等
を
平
が
な
を
以
て
精
く
記
し
、
食
物
の

名
は
い
ろ
は
分
に
し
て
、
一
一
頭
ら
字
を
挙
げ
て
捜
し
索
め
便
か
ら
し
」
め
た
通
俗
的
な
本
草
書
。　

④
田
子
養
生
訣（
で
ん
し
よ
う

じ
ょ
う
け
つ

）　

田
中
楽
山（
田
中
雅
楽
郎
）作
。
文
政
9（1826

）　

▽
尾
張
藩

医
の
田
中
家
に
伝
わ
る
不
老
長
生
の
術
を
記
し
た
養
生
書
。　

⑤
身
体
往
来（
し
ん
た
い

お
う
ら
い

）　

藤
村
秀
賀 

作
。
万
延
1（1860

）　

▽
身
体
に
関
す
る
基
本
語
彙
と
若
干
の
心
得
を
綴
っ
た
往
来
物
。

19
巻
【
産
育
】［
4
点
］　　

①
児
相
素
見（
じ
そ
う

そ
け
ん

）　

遁
薼
斎 

作
。
寛
政
6（1794

）　

▽
疱
瘡
の
症
状
や
疱
瘡
神
、
疱
瘡
と
胎
毒
の
関
係
、
夫
婦
性
交
の
吉
凶
日
、
顔
色
に
よ
る
疱
瘡
善
悪
の
判
断
な
ど
、

呪
術
的
記
述
を
多
く
含
む
疱
瘡
関
連
の
通
俗
的
医
書
。　

②
秘
伝
衛
生
論（
ひ
で
ん
え
い

せ
い
ろ
ん

）　

本
井
子
承（
本
井
伊
左
衛
門
・
穎
川
・
遥
重
）作
。
寛
政
7（1795

）　

▽
子
供
か
ら
老
人
ま
で
の
回
虫
症
に

関
す
る
代
表
的
な
医
書
。　

③
疱
瘡
心
得
草（
ほ
う
そ
う
こ

こ
ろ
え
ぐ
さ

）　

志
水
軒
朱
蘭 

作
。
寛
政
9（1797

）　

▽
疱
瘡
ほ
ど
親
の
心
を
苦
し
め
る
も
の
は
な
い
が
、
疱
瘡
に
関
す
る
「
俗
家
の
用
心
・
心
得
に
成

べ
き
書
」
が
な
い
た
め
、専
門
家
の
助
言
を
得
て
、民
家
の
「
疱
瘡
人
の
介
抱
の
致
し
か
た
」
を
仮
名
書
き
で
認
め
た
と
い
う
疱
瘡
看
護
書
。　

④
小
児
医
療
手
引
艸（
し
ょ
う
に
い
り
ょ

う
て
び
き
ぐ
さ

）　

藤
井
見
隆 

作
。

文
化
頃　

▽
先
行
の
医
書
『
医
療
座
右
』
か
ら
小
児
科
に
関
す
る
部
分
を
抜
粋
し
た
も
の
。

20
巻
【
産
育
】［
6
点
］　　

①
老
婆
心
書（
ろ
う
ば
し

ん
し
ょ

）　

羽
佐
間
宗
玄 

述
、
森
宗
哲 

他 

編
。
文
化
14（1817

）　

▽
天
寿
を
全
う
す
る
た
め
の
基
本
と
な
る
産
前
後
の
養
生
や
小
児
病
の
対
処
法
な
ど
を
平

易
に
諭
し
た
仮
名
書
き
の
医
書
。　

②
麻
疹
必
用（
ま
し
ん
ひ

つ
よ
う

）　

葛
飾
蘆
庵 

作
。
文
政
7（1824

）　

▽
収
録
順
に
「
痘
疹
年
代
記
」「
麻
疹
必
用
」「
痘
疹
必
用
」
の
三
部
か
ら
な
る
仮
名
書
き
の
医
書
。

③
護
痘
要
法（
ご
と
う
よ

う
ほ
う

）　

池
田
京
水（
瑞
英
・
大
淵
）作
。
天
保
2（1831

）　

▽
森
鴎
外
の
著
作
で
一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
渋
江
抽
斎
が
、
池
田
京
水
の
説
を
ま
と
め
て
出
版
し
た
私
家
版

の
通
俗
的
医
書
。　

④
安
産
幸
運
録（
あ
ん
ざ
ん
こ

う
う
ん
ろ
く

）　

賀
茂
熊
斎（
清
行
）作
。
荒
本
峯
挙 

画
。
天
保
9（1838

）　

▽
上
巻
に
婚
礼
の
日
取
り
や
方
位
な
ど
暦
占
関
係
、
中
巻
に
は
産
前
後
の
心
得
や
初

宮
参
り
、
下
巻
に
通
過
儀
礼
お
よ
び
修
身
斉
家
心
得
を
収
録
し
た
産
育
書
。　

⑤
絵
本
目
出
度
艸（
え
ほ
ん
め

で
た
ぐ
さ

）　

長
谷
川
貞
信（
雪
花
園
）画
。
嘉
永
3（1850

）　

▽
疱
瘡
の
心
得
や
妙
薬
「
金
随
丸
」

の
効
能
な
ど
を
軍
記
物
風
の
戯
文
で
綴
っ
た
絵
本
。　

⑥
愛
育
附
言（
あ
い
い
く

ふ
げ
ん

）　

葦
廼
舎（
亀
齢
橋
隠
士
）作
カ
。
安
政
3（1856

）　

▽
折
本
仕
立
て
の
懐
中
用
の
小
児
病
手
引
書
。
著
者
に
よ
る
私

家
版
で
、
漢
字
の
ほ
と
ん
ど
に
振
り
仮
名
を
施
し
、
箇
条
書
き
や
短
文
で
簡
潔
明
瞭
に
記
述
す
る
。

21
巻
【
教
訓
】［
5
点
］　　

①
善
悪
道
中
独
案
内（
ぜ
ん
あ
く
ど
う
ち
ゅ

う
ひ
と
り
あ
ん
な
い

）　

志
村
天
目（
天
目
山
人
ほ
か
）編
。
竜
鱗
舎
一
甫  

画
。
寛
政
8（1796

）　

▽
既
に
流
布
し
て
い
た
『
人
間
一
生
善
悪
両
道
中
独
案
内
』

を
改
編
し
た
も
の
で
、
人
間
の
一
生
を
道
中
に
見
立
て
た
勧
善
懲
悪
の
書
。　

②
世
渡
名
所
図
会（
よ
わ
た
り
め

い
し
ょ
ず
え

）　

作
者
不
明
。
速
水
春
暁
斎 

画
。
享
和
2（1802

）　

▽
人
間
一
生
の
心
得
を
名
所
廻

り
の
旅
路
に
見
立
て
て
説
い
た
戯
文
で
、
見
開
き
挿
絵
を
随
所
に
掲
げ
て
名
所
図
会
風
に
作
る
。　

③
七
福
神
利
生
伝（
し
ち
ふ
く
じ
ん

り
し
ょ
う
で
ん

）　

段
塚
六
郎
左
衛
門 

作
。
文
化
1（1804

）　

▽
「
七
福
神
の

き
ら
ひ
給
う
七
ヶ
条
」
を
中
心
に
生
活
心
得
を
述
べ
た
心
学
系
教
訓
書
。　

④
人
間
要
路
用
心
袋（
に
ん
げ
ん
か
な
め

よ
う
じ
ん
ぶ
く
ろ

）　

作
者
不
明
。
天
保
15（1844

）　

▽
正
直
・
慈
悲
・
忠
孝
・
年
回
法
事
・
倹
約
・

隠
徳
・
誠
心
・
家
業
出
精
・
四
知
等
を
説
い
た
教
訓
書
。　

⑤
〈
善
悪
〉
迷
所
図
会（
ぜ
ん
あ
く-

め

い
し
ょ
ず
え

）　

渓
斎
英
泉 

作
。
弘
化
2（1845

）　

▽
『
善
悪
道
中
独
案
内
』
に
な
ら
い
、
人
間
の
一
生
を
道
中

記
の
路
程
に
譬
え
て
勧
善
懲
悪
を
説
い
た
滑
稽
本
。

22
巻
【
教
訓
】［
4
点
］　　

①
む
か
し
あ
り
し
こ
と　
山
本
北
山 

作
。
寛
政
9（1797

）　

▽
書
名
の
よ
う
に
過
去
の
実
話
を
絵
解
き
し
た
勧
善
懲
悪
の
書
。　

②
教
訓
童
草（
き
ょ
う
く
ん
わ

ら
わ
べ
ぐ
さ

）　

小
沢
種
春

（
柳
園
種
春
ほ
か
）作
。
文
政
10（1827

）　

▽
故
事
・
略
伝
・
逸
話
な
ど
作
者
が
見
聞
し
た
話
を
集
め
、
随
所
に
図
解
や
教
訓
歌
等
を
添
え
た
教
訓
書
。　

③
教
訓
古
今
道
し
る
べ（
き
ょ
う
く
ん
こ
こ

ん
く
み
ち
し
る
べ

）　

小
野
弘
度（
蝠
翔
斎
ほ
か
）編
。
天
保
8（1837

）　

▽
倉
敷
の
絹
商
人
で
あ
る
作
者
が
諸
国
行
商
の
折
に
約
30
年
か
け
て
書
き
溜
め
た
道
歌
等
を
精
選
し
一
書
に
ま
と
め
た
心
学
書
。　

④
教
訓
宝

入
船（
き
ょ
う
く
ん
た
か

ら
の
い
り
ふ
ね

）　

作
者
不
明
。
江
戸
後
期　

▽
主
と
し
て
仏
教（
法
華
経
）に
よ
り
な
が
ら
、
神
儒
仏
の
三
教
か
ら
町
人
世
俗
の
教
訓
を
説
い
た
絵
入
り
の
教
訓
書
。

23
巻
【
教
訓
】［
3
点
］　　

①
農
家
童
子
訓
・
海
隅
田
舎
草
紙（
の
う
か
ど
う
じ
く
ん
・
か

い
ぐ
う
い
な
か
ぞ
う
し

）　

中
村
郷
左
衛
門（
慎
行
）作
。
文
化
6（1809
）　

▽
長
崎
県
対
馬
地
方
で
使
用
さ
れ
た
往
来
物
。　

②
下
民
小
学

（
か
み
ん
し
ょ

う
が
く

）　

知
足
庵（
南
総
周
准
郡
大
鷲
村
住
人
）作
。
文
化
12（1815

）　

▽
全
33
カ
条
と
後
文
で
庶
民
向
け
の
教
訓
を
綴
っ
た
往
来
物
。　

③
在
郷
童
教
訓
書（
ざ
い
ご
う
わ
ら
べ

き
ょ
う
く
ん
し
ょ

）　

原
三
省 

作
。
安
政

2（1855

）　

▽
二
間
手
村（
現
・
岐
阜
県
郡
上
市
）に
住
む
作
者
が
地
域
の
庶
民
子
弟
用
に
編
ん
だ
往
来
物
。

24
巻
【
教
訓
】［
2
点
］　　

①
忠
孝
道
の
栞（
ち
ゅ
う
こ
う
み

ち
の
し
お
り

）　

有
隣
堂
谷
神 

作
。
芳
田
月
長 

画
。
文
政
2（1819

）　

▽
戯
れ
歌
と
戯
画
の
絵
解
き
を
交
え
て
忠
孝
等
を
諭
し
た
平
易
な
童
蒙
教
訓
書
。　

②
三
教
童
喩（
さ
ん
き
ょ

う
ど
う
ゆ

）　

思
恩
堂
非
得（
非
徳
）作
。
文
政
3（1820

）　

▽
神
儒
仏
に
教
え
の
違
い
は
あ
っ
て
も
究
極
は
勧
善
懲
悪
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
主
に
人
口
に
膾
炙
し
た
俚
諺
の
解

説
と
絵
解
き
に
よ
っ
て
人
道
を
説
い
た
教
訓
書
。

25
巻
【
家
政
】［
3
点
］　　

①
万
宝
智
恵
袋（
ば
ん
ぽ
う
ち

え
ぶ
く
ろ

）　

三
芳
梅
庵 

作
。
君
山
子（
洛
下
隠
士
・
金
玉
満
堂
）序
。
享
保10

（1725

）　

▽
上
巻
に
天
文
・
地
理
・
時
節
、
中
巻
に
衣
服
・
飲
食
・
居
室
・

医
薬
、
下
巻
に
禽
獣
虫
魚
・
草
木
・
詩
歌
・
雑
事
の
合
計11

門（
目
録
に
よ
る
）に
分
け
て
種
々
の
知
識
や
生
活
上
の
秘
訣
な
ど
を
集
め
た
書
。
内
容
は
医
薬
関
係
が
圧
倒
的
に
多
い
。　

②
俗
家

第 3 回配本（17 ～ 24 巻）

（17）

（18）（21）

（20）



7

重
宝
集（
ぞ
く
か
ち
ょ
う

ほ
う
し
ゅ
う

）　

劉
卜
子（
豊
副
道
人
）作
。
文
政
7（1824

）　

▽
題
簽
題
傍
書
に
「
め
う
や
く
の
秘
伝
／
ま
じ
な
ひ
の
秘
法
」
と
記
す
よ
う
に
、
本
文
に
「
奇
薬
の
部
」、
頭
書
に
「
奇
徳
の
部
」

を
収
録
し
た
家
庭
医
療
・
生
活
関
連
書
。「
奇
薬
の
部
」
は
、「
時
疫
の
奇
薬
」
か
ら
「
後
産
下
す
奇
方
」
ま
で
の50

カ
条
で
、
怪
我
・
疾
病
等
の
薬
や
予
防
法
な
ど
を
簡
潔
に
記
す
。　

③
秘
事

新
書（
ひ
じ
し

ん
し
ょ

）　

本
木
昌
造（
点
林
堂
）作
・
序
。
慶
応
4（1868

）　

▽
日
本
の
活
版
印
刷
技
術
の
礎
を
築
い
た
本
木
昌
造（1824

～75

）が
生
活
関
連
の
西
洋
知
識
や
技
術
、
日
用
品
そ
の
他
の
各
種

製
法
を
記
し
た
書
。
凡
例
に
よ
れ
ば
洋
書
中
に
見
出
し
た
記
事
や
西
洋
人
か
ら
直
接
聞
い
た
り
伝
え
聞
い
た
話
な
ど
に
つ
い
て
実
際
に
実
験
し
、
う
ま
く
行
か
な
い
場
合
に
は
何
度
も
西
洋
人
に
質

疑
す
る
な
ど
し
て
「
確
実
正
当
な
る
」
情
報
を
収
録
し
た
と
す
る
。

26
巻
【
家
政
】［
2
点
］　　

①
大
全
針
刺
宝（
た
い
ぜ
ん
は
り

さ
し
だ
か
ら

）　

作
者
不
明
。
西
川
竜
章
堂 

書
。
文
政
8（1825

）　

▽
書
名
は
裁
縫
関
連
書
を
思
わ
せ
る
が
、
実
際
は
、
女
性
の
手
紙
文
例
集
で
あ
る
女
用
文

章
に
種
々
の
生
活
関
連
記
事
な
ど
を
加
え
た
女
子
用
往
来
。「
年
始
の
文
」
か
ら
「
年
忘
に
招
文
・
同
返
事
」
ま
で
の
66
通
の
女
用
文
章
が
本
書
の
中
心
で
、
五
節
句
や
通
過
儀
礼
に
伴
う
祝
儀
状
、

そ
の
他
吉
凶
事
に
ま
つ
わ
る
手
紙
、
ま
た
、
誘
引
状
・
依
頼
状
そ
の
他
諸
事
の
手
紙
の
順
に
掲
げ
る
。　

②
女
伝
心
鈔（
お
ん
な
で
ん

し
ん
し
ょ
う

）　

作
者
不
明
。
玉
水 

画
。
嘉
永
4（1851

）　

▽
裁
縫
・
調
理
・

暦
占
・
通
過
儀
礼
・
産
育
・
四
季
礼
法
・
年
中
行
事
等
に
関
す
る
記
事
を
集
め
た
女
性
教
養
書
で
、
言
わ
ば
女
性
用
「
重
宝
記
」
兼
「
大
雑
書
」。「
年
徳
神
の
事
」「
ぬ
い
そ
め
の
事
」「
女
伝
心
の
事
」

「
煮
焚
の
事
」「
女
言
葉
遣
ひ
の
事
」
な
ど
64
項
目
と
「
巾
着
仕
立
上
の
事
」「
く
は
ん
ぜ
形
巾
着
の
図
」
を
収
録
す
る
。

27
・
28
巻
【
家
政
】［
1
点
］　　

①
錦
嚢
智
術
全
書（
き
ん
の
う
ち
じ
ゅ

つ
ぜ
ん
し
ょ

）　

吉
文
字
屋
市
兵
衛 

編
。
嘉
永
4（1851

）　

▽
次
の
4
点
を
集
め
た
生
活
百
科
の
叢
書
で
、
第
1
冊
「
目
録
」
に
新
た
に
部
門
別（
天

地
時
候
・
占
妙
術
・
人
物
薬
方
・
容
飾
香
・
衣
服
・
器
財
・
生
類
・
艸
木
飲
食
の
8
門
）イ
ロ
ハ
分
け
の
索
引
を
施
す
。
収
録
書
は
、
収
録
順
に
〔
１
〕
入
江
貞
庵
編
、
享
保
9（1724

）刊
『
百
工

秘
術
前
編
』（［
江
戸
］
竹
田
藤
助
板
）＊
智
工
・
器
工
・
食
工
・
女
工
・
磁
工
・
雑
工
の
6
門
、〔
２
〕
藤
井
政
武
編
、
享
保
8
刊
『
拾
玉
続
智
恵
海
』（［
京
都
］
蓍
屋
勘
兵
衛
板
）＊
部
門
分
け
な
し
、

〔
３
〕
藤
井
政
武
編
、
享
保
9
刊
『
拾
玉
新
智
恵
海
』（［
京
都
］
蓍
屋
勘
兵
衛
板
）＊
部
門
分
け
な
し
、〔
４
〕
藤
井
政
武
編
、
享
保
頃
刊
『
拾
玉
智
恵
海
』（［
京
都
］
蓍
屋
勘
兵
衛
板
）の
増
補
版（
増

補
版
の
刊
年
不
明
）＊
智
術
・
伝
授
・
入
用
・
料
理
・
燭
火
・
秘
療
・
選
奇
の
7
門
。

29
巻
【
家
政
】［
4
点
］　　

①
料
理
秘
伝
抄（
り
ょ
う
り
ひ

で
ん
し
ょ
う

）　

伊
兵
衛 

作
。
貞
享
1（1684

）　

▽
寛
永
20（1643

）刊
『
料
理
物
語
』
を
抜
粋
し
た
改
題
本
で
、
底
本
は
寛
文
10（1670

）初
刊
『
料
理
秘
伝
抄
』

改
編
版
。
種
々
の
料
理
・
調
理
法
の
要
点
が
記
さ
れ
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
料
理
名
な
ど
を
囲
み
罫
で
目
立
た
せ
て
あ
る
。
ま
た
、
本
文
中
に
「
本
膳
・
菓
子
七
色
」
図
と
、
見
開
き
の
「
婚
礼
祝
言
図
」

「
台
所
風
景
図
」
を
掲
げ
る
。　

②
当
流
節
用
料
理
大
全（
と
う
り
ゅ
う
せ
つ
よ
う

り
ょ
う
り
た
い
ぜ
ん

）　

高
嶋
某（
四
条
家
）編
。
正
徳
4（1714

）　

▽
本
書
は
正
徳
板
の
み
で
重
版
の
形
跡
が
な
い
が
、
先
行
書
の
記
事
も
意

欲
的
に
取
り
入
れ
た
当
代
の
総
合
的
な
料
理
書
の
一
つ
と
し
て
重
要
で
あ
ろ
う
。
記
事
は
『
料
理
物
語
』『
式
正
包
丁
料
理
切
形
秘
伝
抄
』『
合
類
日
用
料
理
抄
』『
茶
湯
献
立
指
南
』
そ
の
他
を
参

酌
し
た
も
の
と
い
う（『
家
政
学
文
献
集
成
・
続
編 

江
戸
期
Ⅱ
』
の
解
説
に
よ
る
）。　

③
経
済
を
し
へ
草（
け
い
ざ
い
お

し
え
ぐ
さ

）　

高
井
蘭
山 

作
・
序
。
天
保
4（1833

）　

▽
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
倹
約
を
勧
め
、

雑
穀
や
種
々
の
糧
の
中
で
無
知
の
た
め
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、「
草
木
の
食
料
に
な
る
べ
き
も
の
を
、
さ
ま
ざ
ま
の
書
よ
り
抜
粋
し
て
凶
年
の
用
に
」
役

立
て
る
た
め
の
本
書
を
刊
行
し
た
経
緯
を
記
し
、
食
用
へ
の
加
工
方
法
や
調
理
法
、
禁
忌
・
解
毒
法
な
ど
救
荒
食
の
あ
ら
ま
し
を
綴
る
。　

④
漬
物
早
指
南（
つ
け
も
の
は

や
し
な
ん

）　

小
田
原
屋
主
人 

作
。
東

条
琴
台
・
好
色
外
史
・
花
笠
文
京 

序
。
文
川 

画
。
天
保
7（1836

）　

▽
沢
庵
漬
・
三
年
沢
庵
・
沢
庵
百
一
漬
・
刻
漬
・
大
坂
切
漬
・
浅
漬
・
大
坂
浅
漬
・
菜
漬
・
京
糸
菜
漬
・
糠
味
噌
漬
・
大
根

味
噌
漬
・
奈
良
漬
瓜
な
ど
各
地
の
漬
物
64
品
の
製
法
の
手
順
や
秘
訣
を
説
い
た
書
。

30
巻
【
教
訓
】［
2
点
］　　

①
民
家
分
量
記（
み
ん
か
ぶ
ん

り
ょ
う
き

）　

常
盤
潭
北（
貞
尚
・
尭
民
）作
。
成
島
錦
江（
信
遍
）序
。
享
保
11（1726

）　

▽
野
州
・
総
州
な
ど
北
関
東
各
地
を
遊
歴
し
て
民
衆
教
化
に
努
め

た
作
者
の
講
話
集
。
庶
民
向
け
に
天
地･

人
倫
の
道
や
「
分
量
」
す
な
わ
ち
、
分
を
弁
え
た
生
き
方
を
説
い
た
教
訓
書
。　

②
民
家
童
蒙
解（
み
ん
か
ど
う

も
う
か
い

）　

常
盤
潭
北（
貞
尚
・
尭
民
）作
・
序
・
跋
。

竿
舎
兆
翁 

序
。
元
文
2（1737

）　

▽
前
掲
『
民
家
分
量
記
』
の
続
篇
と
し
て
編
ま
れ
た
講
話
集
。
本
文
中
の
記
載
か
ら
、
享
保
19
年
3
月
か
ら
同
20
年
5
月
に
か
け
て
北
関
東
を
歴
訪
し
た
際
に

武
州
八
王
子
や
上
州
松
井
田（
侭
田
千
之
宅
）な
ど
で
門
人
の
要
望
で
執
筆
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

31
巻
【
教
訓
】［
4
点
］　　

①
貝
原
先
生
家
訓（
か
い
ば
ら
せ
ん

せ
い
か
く
ん

）　

伝
貝
原
益
軒（
篤
信
・
損
軒
）作（
後
人
に
よ
る
偽
作
と
す
る
説
も
あ
る
）。
赤
松
勲（
蘭
室
・
大
業
・
太
郎
兵
衛
）序
。
蔀
関
牛
画（
巻
頭
口
絵
）。

宮
本
榘（
縄
祖
）跋
。
貞
享
3（1686

）　

▽
益
軒
が
子
孫
の
た
め
に
綴
っ
た
と
さ
れ
る
家
訓
を
上
梓
し
た
も
の
で
、「
聖
学
須
勤
」「
幼
児
須
教
」「
士
業
勿
怠
」
の
3
章
合
計
20
カ
条
か
ら
成
る
。
貝

原
家
で
は
15
歳
に
な
っ
た
ら
以
上
の
家
訓
を
代
々
相
伝
す
べ
き
こ
と
を
後
文
で
述
べ
る
。　

②
明
君
家
訓
集（
め
い
く
ん
か

く
ん
し
ゅ
う

）　

室
鳩
巣 

作
。
江
戸
中
期　

▽
賢
君
の
本
務
と
と
も
に
家
臣
の
心
得
全
般

を
述
べ
た
家
訓
で
、
正
徳
5（1715

）刊
『
明
君
家
訓
』
に
挿
絵
を
施
し
た
改
題
本
。『
明
君
家
訓
』
は
広
範
な
流
布
を
遂
げ
た
一
方
で
異
称
が
多
く
、
長
い
間
、
原
作
者
不
明
の
ま
ま
刊
本
や
写
本

で
流
布
し
た
。　

③
因
士
子
教
訓（
い
ん
し
し

き
ょ
う
く
ん

）　

嶋
田
半
左
衛
門（
浄
雲
）作
。
伊
藤
某（
上
来
海
村
＊
現･

松
江
市
）書
。
元
文
頃　
　

▽
因
州
鳥
取
藩
士
の
島
田
半
左
衛
門
が
讒
言
に
よ
り
伯
州
河
村

郡
で
浪
人
に
な
っ
た
後
、
同
所
で
剃
髪
し
て
浄
雲
と
改
名
し
、
田
畑
を
買
い
求
め
12
歳
に
な
る
半
治
郎
の
教
育
に
あ
た
っ
た
が
、
そ
の
際
に
「
毎
朝
一
編
ず
つ
こ
れ
を
読
む
べ
し
」
と
書
き
与
え
た

教
訓
書
で
、
し
ば
し
ば
手
習
本
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。　

④
貞
丈
家
訓（
て
い
じ
ょ

う
か
く
ん

）　

伊
勢
貞
丈（
平
蔵
・
安
斎
）作
。
屋
代
弘
賢（
輪
池
・
詮
賢
）校
・
序
。
松
山
堂
序
。
山
本
沢
彭（
長
孝
）跋
。
宝
暦

13
年（1763

）　

▽
武
家
故
実
家
と
し
て
知
ら
れ
る
伊
勢
貞
丈
が
47
歳
の
時
に
子
孫
に
書
き
残
し
た
家
訓
を
上
梓
し
た
も
の
で
、
教
訓
書
と
し
て
広
く
普
及
し
た
。

32
巻【
教
訓
】［
1
点
］　　

①
訓
蒙
勧
孝
録（
き
ん
も
う
か
ん
こ
う

ろ
く
・
く
ん
も
う
―

）　

平
井
庸
慎（
主
善
・
守
善
・
舟
山
）編
。
馬
杉
恭（
謙
亭
）・
和
気
朝
臣
惟
亨
・
平
井
敬
恭
序
。
石
原
房
貞
跋
。
速
水
春
暁
斎
画
序
。
文
化
13（1816

）

▽
凡
例
に
「『
孝
経
』
の
四
、五
章
の
意
と
『
小
学
』
の
書
に
孝
悌
の
こ
と
を
い
へ
る
を
主
と
し
て
、
其
こ
と
の
類
ひ
に
よ
り
て
篇
を
わ
か
ち
聚
め
侍
り
」。『
孝
経
』『
小
学
』
の
教
え
を
核
に
、
勧

孝
の
契
機
と
な
る
金
言
・
故
事
や
和
漢
の
孝
子
伝
な
ど
を
集
め
た
絵
入
り
教
訓
書
。

33
巻
【
教
訓
】［
4
点
］　　

①
堪
忍
袋（
か
ん
に
ん

ぶ
く
ろ

）　

行
願（
大
進
庵
・
如
意
庵
）作
。
宝
暦
8（1758

）　

▽
真
言
宗
僧
侶
が
堪
忍
の
あ
ら
ま
し
を
諭
し
た
絵
入
教
訓
書
。
堪
忍
に
ま
つ
わ
る
俚
諺
金
言
や
譬

喩
逸
話
の
数
々
を
引
い
て
堪
忍
の
必
然
性
や
重
要
性
を
強
調
。　

②
和
語
陰
隲
文
絵
鈔（
わ
ご
い
ん
し
つ
ぶ
ん

（
も
ん
）え
し
ょ
う

）　

南
里
亭
其
楽 

編
。
文
政
3（1820

）　

▽
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
に
明
軍
を
率
い
日
本
軍
を
撃

第 4 回配本（25 ～ 32 巻）

江
戸
時
代
庶
民
文
庫
・
第
１
期
　
全
60
巻
　
全
収
録
内
容

（26）

（27）
（29）

（31）



8

退
し
た
学
者
が
子
の
た
め
に
著
し
た
『
陰
隲
録
』
の
趣
旨
に
沿
い
、和
漢
の
伝
記
等
を
集
録
し
た
絵
入
教
訓
書
。　

③
〈
通
俗
〉
太
上
感
応
編（
つ
う
ぞ
く-

た
い
じ
ょ
う
か
ん
の
う

へ
ん
／
だ
じ
ょ
う
か
ん
お
う
へ
ん

）　　

玉
斎
画
。
文
政
6（1823

）

▽
太
上
老
子
の
お
告
げ
を
ま
と
め
宋
代
以
後
の
中
国
に
普
及
し
た
勧
善
懲
悪
の
教
訓
書
。
本
文
を
、
大
字
・
六
行
・
楷
書
で
綴
り
数
句
毎
に
行
書
の
割
注
を
施
し
た
。　

④
〈
増
補
絵
抄
〉
和
字
功

過
自
知
録（
ぞ
う
ほ
え
し
ょ
う-

わ

じ
こ
う
か
じ
ち
ろ
く

）　

袾
宏 

編
。
天
保
9（1838

）　

▽
中
国
伝
来
の
修
行
法
を
日
本
風
に
改
変
し
日
常
生
活
に
お
け
る
勧
善
懲
悪
の
実
践
を
促
し
た
。
当
時
の
庶
民
社
会
に
お
け
る
善
悪
の

価
値
基
準
が
窺
え
る
史
料
。

34
巻
【
教
訓
】［
5
点
］　　

①
ふ
み
鏡（
ふ
み
か

が
み

）　

法
忍 

作
。
宝
暦
8（1758

）　

▽
神
道
を
主
と
し
た
三
教
一
致
論
の
社
会
教
化
運
動
を
実
践
し
た
天
台
宗
僧
侶
が
、
士
農
工
商
・
医
師
・
僧
侶
・
町
人
・

女
人
等
の
道
・
心
得
等
を
記
し
た
教
訓
書
。　

②
初
学
心
得
草（
し
ょ
が
く
こ

こ
ろ
え
ぐ
さ

）　

涵
養
斎
陳
人 

編
。
文
化
11（1814

）　

▽
博
学
で
も
「
敬
」
の
修
行
を
欠
く
者
は
孔
門
の
徒
に
あ
ら
ず
と
戒
め
、「
持
敬
」

が
学
者
第
一
の
修
行
と
説
く
、
道
を
知
る
修
行
の
基
本
を
諭
し
た
小
冊
子
。　

③
達
道
弁（
た
つ
ど

う
べ
ん

）　

伊
東
照
方 

作
。
天
保
8（1837

）　

▽
「
君
臣
之
義
」「
父
子
之
親
」「
夫
婦
之
別
」「
兄
弟
之
序
」

「
朋
友
之
信
」
に
分
け
、
漢
籍
の
一
節
や
古
語
俚
諺
等
を
引
い
て
「
五
倫
」
を
概
説
し
た
小
冊
子
。　

④
修
斉
訓（
し
ゅ
う
せ
い

（
し
ん
） 

く
ん

）　

山
本
邦
好 

作
。
直
彦
・
淇
水（
蝸
庵
）画
。
安
政
4（1857

）　

▽
人
倫

や
処
世
訓
、
陰
徳
や
積
善
、
慈
悲
心
、
倹
約
、
知
己
・
知
足
安
分
、
因
果
応
報
等
を
記
し
た
絵
入
教
訓
書
。
漢
語
の
多
く
に
字
音
字
訓
を
施
す
。　

⑤
斉
家
録（
せ
い
か

ろ
く

）　

飯
島
慶
光（
竜
田
翁
）作
。

安
政
5（1858

）　

▽
衣
食
住
・
金
銀
・
精
勤
・
治
家
・
婦
女
子
・
君
臣
・
父
子
・
学
問
等
13
項
に
及
ぶ
簡
潔
な
生
活
心
得
を
、
作
者
が
子
弟
と
門
弟
の
た
め
に
著
し
た
教
訓
書
。

35
巻
【
教
訓
】［
4
点
］　　

①
利
運
談（
り
う
ん

だ
ん

）　

八
隅
中
立 

作
。
長
谷
川
雪
旦 

画
。
文
化
13（1816

）　

▽
害
運
を
避
け
利
運
に
就
く
た
め
の
心
得
を
説
い
た
絵
入
教
訓
書
。
寓
話
や
比
喩
を
通
じ
て
利

運
を
も
た
ら
す
秘
訣
や
心
得
を
述
べ
纏
わ
る
故
事
来
歴
を
紹
介
。　

②
童
喩
宝
富
草（
ど
う
ゆ
た
か
ら

の
と
み
く
さ

）　

福
田
陳
人 

作
。
文
政
7（1824

）　

▽
諸
書
よ
り
童
蒙
向
け
の
諸
教
訓
を
集
め
た
絵
入
教
訓
書
。

い
ろ
は
短
歌
等
を
引
い
て
幼
時
の
躾
を
教
え
、
親
孝
行
・
女
子
三
従
・
育
児
・
五
常
等
に
も
言
及
す
る
。　

③
童
子
訓（
一
円
斎
） （
ど
う
じ

く
ん

）　

作
者
不
明
。
江
戸
後
期　

▽
七
五
調
の
美
文
体
で
童
蒙

心
得
を
記
し
た
小
冊
子
。
幼
少
時
の
教
育
の
重
要
性
を
述
べ
、
学
業
や
芸
能
に
つ
い
て
の
心
得
、
礼
儀
作
法
や
孝
行
な
ど
を
説
く
。　

④
童
子
訓（
四
三
カ
条
） （
ど
う
じ

く
ん

）　

作
者
不
明
。
江
戸
後
期　

▽
童
蒙
初
学
の
教
訓
と
し
て
綴
ら
れ
た
長
短
合
わ
せ
て
43
カ
条
か
ら
成
る
教
訓
書
。
忠
孝
・
奉
公
等
武
士
の
役
割
を
中
心
に
武
家
生
活
諸
般
の
教
訓
を
綴
る
。

36
巻
【
教
訓
】［
5
点
］　　

①
童
子
常
の
心
得（
ど
う
じ
つ
ね

の
こ
こ
ろ
え

）　

篠
原
門
次 

作
。
江
戸
中
期　

▽
両
親
に
対
す
る
態
度
や
言
葉
遣
い
等
孝
行
の
実
践
例
を
中
心
に
説
く
教
訓
書
。
都
々
逸
や
道
歌
等
付
録
記

事
や
本
文
の
記
述
に
は
石
門
心
学
の
影
響
が
色
濃
い
。　

②
童
子
手
引
草（
わ
ら
べ
て
び
き
ぐ
さ
／

ど
う
じ
て
び
き
ぐ
さ

）　

稲
垣
丘
山 

作
。
文
化
13（1816

）　

▽
古
人
の
教
訓
や
金
言
か
ら
家
業
出
精
や
身
の
養
生
の
心
掛
け
等

孝
行
の
あ
ら
ま
し
や
、
子
育
て
、
女
子
の
役
割
、
生
涯
の
指
針
や
子
孫
相
続
の
肝
要
を
述
べ
る
。　

③
教
訓
御
伽
艸
紙（
き
ょ
う
く
ん
お

と
ぎ
ぞ
う
し

）　

中
村
源
八
郎（
松
本
金
水
）作
。
天
保
14（1843

）　

▽
父
母
の

大
恩
、孝
子
譚
や
忠
孝
・
五
常
の
訓
話
の
紹
介
等
、寓
話
・
逸
話
な
ど
短
文
の
訓
話
を
集
め
た
絵
入
教
訓
書
。　

④
〈
童
子
教
訓
〉
修
身
雑
話（
ど
う
じ
き
ょ
う
く
ん-

し
ゅ
う
し
ん
ざ
つ
わ

）　

今
堀
高
英（
窗
屋
）作
。弘
化
4 （1847

）

▽
孝
行
・
倹
約
・
積
善
な
ど
徳
目
を
主
と
し
た
童
蒙
の
心
得
と
な
る
説
話
や
苦
楽
・
言
葉
の
慎
み
・
父
母
の
恩
な
ど
諸
徳
を
説
き
略
伝
を
載
せ
た
絵
入
教
訓
書
。　

⑤
庭
訓
艸（
て
い
き

ん
そ
う

）　

野
津
善
平（
信

言
）作
。
安
政
6（1859

）　

▽
食
物
や
財
物
の
節
倹
、
四
恩
、
正
直
な
飲
食
、
若
年
の
艱
難
辛
苦
と
家
業
出
精
、
堪
忍
と
謹
慎
、
義
理
と
実
意
、
熟
慮
と
決
断
等
を
説
い
た
童
蒙
教
訓
書
。

37
巻
【
語
彙
】［
6
点
］　　

①
古
版
字
尽（
こ
は
ん
じ

づ
く
し

）　

作
者
不
明
。
寛
永
21（1644
）　

▽
洛
中
洛
外
の
地
名
・
樹
木
名
・
草
木
名
・
僧
侶
名
・
名
字
・
魚
名
を
収
録
。
い
ず
れ
も
本
文
を
大
字
・
五
行
・

付
訓
で
記
す
。　

②
童
子
節
用
集（
ど
う
じ
せ
つ

よ
う
し
ゅ
う

）　

作
者
不
明
。
明
和
7（1770
）　

▽
元
禄
頃
刊
『
節
用
集
〈
両
点
〉
字
尽
入
』
の
本
文
の
み
を
抽
出
し
付
録
記
事
を
改
め
た
改
編
版
。
イ
ロ
ハ
引
き

語
彙
集
で
本
文
を
大
字
・
五
行
・
付
訓
で
記
す
。　

③
数
量
字
尽
重
宝
記（
す
う
り
ょ
う
じ
づ
く

し
ち
ょ
う
ほ
う
き

）　

黒
井
古
井 

作
。
安
政
3（1856

）　

▽
1
～
30
ま
で
の
数
量
・
名
数
関
係
の
語
彙
を
集
め
た
往
来
物
。

計200

語
収
録
。
本
文
を
大
字
・
六
行
・
付
訓
で
記
し
語
句
の
大
半
に
用
例
な
ど
の
略
注
を
施
す
。　

④
道
具
字
引
図
解（
初
編
・
二
編
） （
ど
う
ぐ
じ
び

き
ず
か
い

）　

柳
河
春
三（
又
玄
斎
南
可
ほ
か
）作
。
元
治

1（1864

）　

▽
『
商
売
往
来
絵
字
引
』
と
同
手
法
で
「
神
儒
仏
、
朝
武
、
農
工
商
民
家
の
用
具
、
日
用
の
器
財
」
に
関
す
る
語
句
を
挿
絵
や
略
注
と
共
に
列
挙
し
た
往
来
物
。　

⑤
品
物
名
数
抄

（
ひ
ん
ぶ
つ
め
い

す
う
し
よ
う

）　

松
沢
老
泉 

作
。
江
戸
後
期　

▽
諸
物
の
数
量
呼
称（
助
数
詞
）を
分
類
し
た
語
彙
集
。
24
類
に
分
け
て
語
藁
を
楷
書
・
一
〇
行
・
稀
に
付
訓
で
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
数
量
呼
称
を
割
注

で
記
す
。　

⑥
大
和
日
用
早
学（
や
ま
と
に
ち
よ
う
は
や
が
く
／

や
ま
と
に
ち
よ
う
は
や
ま
な
び

）　

成
文
堂 

書
。
江
戸
後
期　

▽
語
彙
と
消
息
に
関
す
る
記
事
を
集
め
た
往
来
。
肥
前
の
地
名
が
見
え
る
。
数
量
呼
称
、
単
位
語
、
木
材
・
衣
類
・

家
財
・
日
用
品
の
名
称
と
関
連
語
等
を
収
録
。

38
巻
【
語
彙
】［
1
点
］　　

①
世
説
故
事
苑（
せ
せ
つ
こ

じ
え
ん

）　

子
登 

編
。
正
徳
6（1716

）　

▽
大
阪
の
住
職
が
様
々
な
用
語
の
故
事
や
由
来
な
ど
を
典
拠
を
明
示
し
て
詳
述
し
た
事
典
。
計423

カ
条
を
和
漢

諸
書
、
特
に
仏
書
か
ら
多
く
の
説
を
引
い
て
解
説
。

39
巻
【
語
彙
】［
1
点
］　　

①
事
物
異
名
類
編（
じ
ぶ
つ
い
み
ょ

う
る
い
へ
ん

）　

荒
井
公
履 

編
。
文
久
1（1861

）　

▽
清
の
『
事
物
異
名
録
』
を
イ
ロ
ハ
・
部
類
分
け
に
改
め
、柴
野
栗
山
編
『
雑
字
類
編
』
の
体
裁
に
倣
っ

て
初
学
者
に
も
使
い
や
す
く
編
集
し
た
異
名
辞
典
。

40
巻
【
年
代
記
】［
3
点
］　　

①
〈
日
本
・
唐
土
〉
二
千
年
袖
鑒（
に
ほ
ん
・
と
う
ど-

に

せ
ん
ね
ん
そ
で
か
が
み

）　

浜
松
歌
園
ほ
か 

編
。
嘉
永
5（1852
）　

▽
挿
絵
を
多
く
掲
げ
、
故
事
や
事
件
の
年
号
と
出
版
時
ま
で
の
年
数
を
明

記
す
る
歴
史
便
覧
。
硬
軟
交
々
の
故
事
を
扱
い
誰
に
で
も
楽
し
め
る
と
宣
伝
し
て
い
る
。　

②
永
代
年
代
記
大
成（
え
い
た
い
ね
ん
だ

い
き
た
い
せ
い

）　

細
河
並
輔 

編
。
弘
化
3（1846

）　

▽
大
化
～
幕
末
の
雑
多
な
故

事
や
事
件
を
記
し
た
年
代
記
。
1
丁
で
60
年
の
升
目
を
設
け
各
年
の
主
要
事
件
を
略
述
し
た
年
表
等
、
暦
占
関
連
記
事
多
数
収
録
。　

③
年
代
記
絵
抄（
ね
ん
だ
い
き

え
し
ょ
う

）　

作
者
不
明
。
明
治
初
年（1868

）

▽
1
丁
で
32
年
分
の
升
目
に
大
化
～
明
治
5
年
の
主
要
事
件
等
を
記
し
全
年
号
に
挿
絵
を
施
し
た
年
代
記
。
天
皇
の
一
覧
か
ら
雑
多
な
記
事
ま
で
掲
げ
た
。

41
巻
【
法
令
・
教
諭
】［
4
点
］　　

①
御
当
家
御
制
法（
ご
と
う
け
ご

せ
い
ほ
う

）　

毛
利
綱
広（
泰
巌
公
）制
定
。
万
治
3（1660

）　

▽
長
州
藩
主
の
命
に
よ
り
、
国
家
老
や
寄
組
筆
頭
ら
が
編
纂
し
た
藩
の
基
本
法
。

毎
年
正
月
に
政
庁
で
朗
読
さ
れ
、
領
内
藩
士
子
弟
の
手
習
本
と
し
て
も
使
用
さ
れ
た
。　

②
〈
金
銀
〉
御
吹
替
条
目（
き
ん
ぎ
ん-

お
ふ
き

か
え
じ
ょ
う
も
く

）　

堀
流
水
軒（
観
中
・
直
陳
）書
。
正
徳
4（1714

）　

▽
幕
府
が

出
し
た
「
金
銀
復
旧
令
」
に
伴
う
覚
書
や
法
令
類
を
手
本
と
し
て
認
め
た
も
の
で
、
当
時
の
金
融
政
策
に
敏
感
に
呼
応
し
こ
れ
を
手
習
本
と
し
て
公
刊
し
た
。　

③
〈
教
訓
〉
伍
家
勢
以
令（
き
ょ
う
く

ん-

ご
か

せ
い
れ
い

）　

三
野
元
密（
象
麓
・
伯
慎
）作
。
天
明
6（1786

）　

▽
高
松
藩
が
領
内
に
布
達
し
た
五
人
組
仲
間
が
守
る
べ
き
規
範
に
記
し
た
短
文
「
伍
家
制
令
」
を
、
語
句
毎
に
詳
し
く
解
説
・
敷
衍
し
た

絵
入
り
注
釈
書
。　

④
御
条
目
管
窺（
ご
じ
ょ
う
も

く
か
ん
き

）　

三
上
則
義 

作
。
天
保
14（1843

）　

▽
越
後
高
田
初
代
藩
主
が
布
達
し
た
「
御
条
目
」
を
、
庶
民
一
般
向
け
に
解
説
し
た
衍
義
書
。
条
文
の
数
倍

第 5 回配本（33 ～ 40 巻）
（33）

（36）
（37）

（38）



9

に
及
ぶ
長
文
で
説
明
し
、
徹
頭
徹
尾
平
易
を
旨
と
す
る
。

42
巻
【
法
令
・
教
諭
】［
6
点
］　　

①
父
母
状
講
釈（
ふ
ぼ
じ
ょ
う

こ
う
し
ゃ
く

）　

加
藤
重
昌 

注
。
元
文
2（1737

）　

▽
紀
州
初
代
藩
主
が
著
し
、
長
く
藩
の
政
教
の
根
本
と
さ
れ
、
寺
子
屋
の
手
習
本
と
し
て
も
普
及

し
た
「
父
母
状
」
の
注
釈
書
。
一
言
一
句
丁
寧
か
つ
平
易
に
敷
衍
す
る
。　

②
勧
学
筆
記（
か
ん
が
く

ひ
っ
き

）　

溝
口
浩
軒（
直
養
・
浩
斎
）作
。
安
永
8（1779

）　

▽
越
後
新
発
田
八
代
藩
主
が
著
し
領
民
に

示
し
た
仮
名
書
き
の
教
諭
書
。
聖
学
の
根
本
を
簡
潔
に
述
べ
、学
問
が
必
要
・
重
要
な
こ
と
、志
学
の
あ
ら
ま
し
を
説
く
。　

③
久
世
条
教（
く
せ
じ
ょ

う
き
ょ
う

）　

早
川
正
紀（
八
郎
左
衛
門
）作
。寛
政
11（1799

）

▽
名
代
官
・
早
川
が
設
立
し
た
幕
府
代
官
地
最
初
の
教
諭
所
で
使
用
さ
れ
た
農
民
教
化
用
の
教
訓
書
。
堕
胎
・
間
引
き
を
戒
め
育
児
を
奨
励
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。　

④
み
か
げ
あ
ふ
ぎ（
み
か
げ

お
う
ぎ

）

徳
川
斉
昭（
烈
公
・
景
山
）作
。
安
政
4（1857

）　

▽
巻
頭
に
水
戸
九
代
藩
主
徳
川
斉
昭
の
題
字
を
掲
げ
、
告
諭
・
御
教
諭
等
を
収
録
し
た
教
訓
書
。
御
影
講（
仰
景
講
）の
経
緯
と
奇
特
を
讃
え
た
一

文
も
収
め
る
。　

⑤
御
触
書
読
習（
お
ん
ふ
れ
が
き

よ
み
な
ら
い

）　

作
者
不
明
。
江
戸
後
期　

▽
触
書
等
の
法
令
に
頻
出
す
る
公
武
の
官
職
・
官
名
・
諸
役
人
等
の
語
彙
と
、
そ
の
関
連
語
や
社
会
生
活
全
般
の
用
語
を
、

若
干
の
心
得
を
所
々
交
え
列
挙
し
た
往
来
物
。　

⑥
教
民
の
詞（
き
ょ
う
み
ん

の
こ
と
ば

）　

作
者
不
明
。
慶
応
3（1867

）　

▽
中
国
宋
代
の
思
想
家
の
教
諭
書
を
七
五
調
の
和
文
に
改
め
た
教
訓
書
。
長
門
国
阿

武
郡
当
島
の
県
令
の
求
め
に
よ
り
記
し
た
と
あ
り
、
領
内
各
村
に
配
布
さ
れ
た
。

43
巻
【
礼
法
】［
2
点
］　　

①
三
礼
口
訣（
さ
ん
れ
い

く
け
つ

）　

貝
原
益
軒（
篤
信
）作
。
元
禄
12（1699

）　

▽
童
蒙
初
学
者
に
対
し
て
食
礼
・
茶
礼
・
書
礼
の
要
点
を
記
し
た
礼
法
書
。
礼
は
飲
食
に
始
ま
り
、
飲

食
の
礼
は
日
々
に
行
う
も
の
で
そ
の
緊
要
を
集
め
た
と
い
う
。　

②
孝
学
食
礼
記（
こ
う
が
く
し
ょ

く
れ
い
き

）　

川
瀬（
河
瀬
）友
山（
菅
原
友
山
・
孝
学
道
人
）作
。
江
戸
後
期　

▽
京
都
の
水
火
天
満
宮
を
拠
点
に

民
衆
教
化
に
努
め
た
著
者
が
、
食
事
傾
向
に
よ
る
運
気
・
性
格
な
ど
を
掲
げ
、
神
道
に
基
づ
く
食
事
の
作
法
・
意
義
・
禁
忌
を
述
べ
た
。

44
巻
【
礼
法
】［
2
点
］　　

①
〈
日
用
贈
答
〉
書
札
辨
惑
集（
に
ち
よ
う
ぞ
う
と
う-

し
ょ

さ
つ
べ
ん
わ
く
し
ゅ
う

）　

上
原
茂
雅 

編
。
明
和
3（1766

）　

▽
師
伝
の
書
札
礼
を
纏
め
た
草
稿
を
上
梓
。
適
宜
図
解
を
交
え
て
解
説
し
、
五
節

句
や
通
過
儀
礼
等
に
伴
う
具
体
的
な
例
文
も
掲
げ
、
実
用
的
な
心
得
に
も
言
及
す
る
。　

②
〈
小
笠
原
流
・
躾
方
絵
本
〉
男
重
宝
諸
礼
訓（
お
が
さ
わ
ら
り
ゅ
う
・
し
つ
け
か
た
え

ほ
ん-

な
ん
ち
ょ
う
ほ
う
し
ょ
れ
い
く
ん

）　

鳥
飼
酔
雅
ほ
か 

作
。
寛
政

頃　

▽
『
絵
本
諸
礼
訓
』『〈
人
間
〉
記
憶
秘
法
』『
状
文
章
』
を
集
め
て
一
冊
と
し
た
教
訓
書
。
挿
絵
を
交
え
簡
潔
に
説
く
総
合
的
だ
が
よ
り
通
俗
的
な
礼
法
書
。

45
巻
【
教
訓
】［
1
点
］　　

①
主
従
心
得
草（
初
・
二
編
） （
し
ゅ
じ
ゅ
う
こ

こ
ろ
え
ぐ
さ

）　

寿
福
軒
真
鏡（
西
誉
・
安
楽
精
舎
）編
。
初
編
：
文
政
6（1823

）／
二
編
：
天
保
14（1843

）　

▽
主
従
が
和
合
し
一
家
が
治
ま

る
た
め
の
上
下
の
心
得
を
、
諸
書
か
ら
抜
粋
、
種
々
の
俚
諺
・
金
言
、
教
訓
歌
、
故
事
・
寓
話
を
引
い
て
平
易
に
諭
し
た
絵
入
心
学
書
。

46
巻
【
教
訓
】［
1
点
］　　

①
主
従
心
得
草（
三
～
五
編
） （
し
ゅ
じ
ゅ
う
こ

こ
ろ
え
ぐ
さ

）　

寿
福
軒
真
鏡（
西
誉
・
安
楽
主
人
・
安
楽
精
舎
）編
。
三
～
五
編:

弘
化
4（1847

）

47
巻
【
教
訓
】［
6
点
］　　

①
絵
本
清
水
の
池（
え
ほ
ん
し
み

ず
の
い
け

）　

西
川
祐
信 

画
。
享
保
19（1734

）　

▽
五
倫
に
ま
つ
わ
る
種
々
の
心
得
や
処
世
訓
を
詠
み
込
ん
だ
教
訓
歌
を
収
め
、
挿
絵
と
注
釈
も
付
し
た

絵
本
。
漢
籍
等
か
ら
引
用
し
た
教
訓
の
趣
旨
を
平
易
に
説
く
。　

②
最
明
寺
教
訓
百
首（
さ
い
み
ょ
う
じ
き
ょ

う
く
ん
ひ
ゃ
く
し
ゅ

）　

葛
飾
北
雅（
山
寺
信
之
ほ
か
）画
。
江
戸
後
期　

▽
前
掲
『
絵
本
清
水
の
池
』
に
収
録
し
た

教
訓
歌
を
半
丁
に
2
首
ま
た
は
4
首
ず
つ
配
置
し
た
往
来
。
和
歌
の
配
列
に
異
同
が
あ
る
。　

③
こ
ゝ
ろ
の
百
首（
こ
こ
ろ
の

ひ
ゃ
く
し
ゅ

）　

久
保
倉
弘
政（
橘
弘
政
）作
。
天
明
6（1786

）　

▽
伊
勢
山
田
の
歌

人
で
神
宮
禰
宜
が
、
各
首
に
「
心
」
の
語
を
1
、
2
語
挿
入
し
て
詠
ん
だ
童
蒙
向
け
の
教
訓
歌
集
。
教
訓
歌
を
踏
ま
え
た
挿
絵
も
掲
げ
る
。　

④
教
訓
百
人
一
首
戯
絵
解（
き
ょ
う
く
ん
ひ
ゃ
く
に
ん

い
っ
し
ゅ
ざ
れ
え
と
き

）　

山

田
佐
助（
文
会
堂
・
久
米
千
寿
）作
。
天
保
頃　

▽
民
家
童
蒙
の
心
得
と
な
る
名
歌
50
首（
半
丁
一
首
）と
金
言
50
句（
半
丁
一
句
）を
挿
絵（
半
丁
一
葉
）と
共
に
掲
げ
た
も
の
。　

⑤
〈
一
休
禅
師
〉
世

の
中
百
首（
い
っ
き
ゅ
う
ぜ
ん
じ-

よ
の
な
か
ひ
ゃ
く
し
ゅ

）　

鼻
山
人 

編
。
江
戸
後
期　

▽
一
休
禅
師
作
と
伝
え
ら
れ
る
教
訓
歌
を
集
め
た
小
冊
子
。
序
文
に
「
道
徳
兼
備
の
知
識
に
し
て
古
今
未
曾
有
の
名
僧
」
が
居
間
の
壁
に

書
き
残
し
た
も
の
と
あ
る
。　
　

⑥
〈
嘉
永
新
刻
〉
世
の
中
百
首（
か
え
い
し
ん
こ
く-

よ

の
な
か
ひ
ゃ
く
し
ゅ

）　

玄
魚 

序
。
嘉
永
頃　

▽
一
休
禅
師
が
晩
年
、
戯
れ
に
作
っ
た
と
い
う
道
歌
に
挿
絵
を
添
え
た
往
来
物
。
庶
民

風
俗
を
描
い
た
挿
絵
と
共
に
載
せ
る
。
前
掲
書
と
は
全
く
の
異
本
。

48
巻
【
教
訓
】［
7
点
］　　

①
〈
教
訓
〉
拾
ひ
歌（
き
ょ
う
く
ん-

ひ
ろ
い
う
た

）　

川
合
元（
申
甫
）編
。
天
明
3（1783

）　

▽
心
学
書
そ
の
他
通
俗
教
訓
書
か
ら
の
抜
粋
等
を
書
き
集
め
た
道
歌
集
を
元
に
校
訂
を
加
え
、

さ
ら
に
金
言
・
佳
句
の
類
を
盛
り
込
ん
で
一
冊
に
編
集
し
出
版
し
た
も
の
。　

②
天
万
里
宇
多（
て
ま
り

う
た

）　

野
田
成
勝 

作
。
文
化
14（1817

）　

▽
古
く
か
ら
宮
中
に
伝
わ
る
手
鞠
歌
と
、
新
た
に
著

者
が
作
っ
た
手
鞠
歌
・
数
え
歌
を
収
め
た
童
蒙
向
け
の
書
。　

③
道
歌
砂
の
戯（
ど
う
か
す
な

の
た
わ
む
れ

）　

白
木
大
和
上 

作
。
天
保
4（1833

）　

▽
阿
弥
陀
仏
の
救
い
を
信
じ
、
極
楽
往
生
を
願
う
「
安
心
」
の

境
地
を
諭
す
道
歌
を
問
答
形
式
で
掲
げ
た
教
訓
書
。
道
歌
の
主
旨
を
描
い
た
挿
絵
を
施
す
。　

④
し
の
字
嫌
さ
と
し
歌（
し
の
じ
ぎ
ら
い

さ
と
し
う
た

）　

真
阿 

作
。
文
化
9（1812

）　

▽
七
五
、七
五
と
続
く
文
章
の

各
句
の
第
一
音
が
「
し
」
で
始
ま
る
長
歌
形
式
で
、
語
句
を
盛
り
込
み
な
が
ら
日
常
生
活
や
信
仰
上
の
心
得
を
種
々
諭
し
た
浄
土
宗
系
教
訓
書
。　

⑤
〈
道
歌
教
訓
・
童
蒙
早
合
点
〉
一
休
狂
歌

雀（
ど
う
か
き
ょ
う
く
ん
・
ど
う
も
う
は
や

が
て
ん-

い
っ
き
ゅ
う
き
ょ
う
か
す
ず
め

）　

辻
本
基
定(

源
基
定
）作
。
天
保
9（1838

）　

▽
一
休
が
詠
ん
だ
と
い
う
道
歌
を
集
め
た
絵
入
り
教
訓
書
。
半
丁
毎
に
挿
絵
を
伴
う
道
歌
1
首
を
下
段
に
置
き
、
そ

の
上
段
に
道
歌
6
首
を
列
挙
す
る
。　

⑥
〈
道
歌
教
訓
・
童
蒙
早
合
点
〉
狂
歌
雀
後
篇（
ど
う
か
き
ょ
う
く
ん
・
ど
う
も
う
は
や

が
て
ん-

き
ょ
う
か
す
ず
め
こ
う
へ
ん

）　

辻
本
基
定（
源
基
定
）作
。
天
保
10（1839

）　

▽
前
掲
書
の
続
編
と
し
て
編
ま
れ

た
教
訓
書
だ
が
、
道
歌
の
間
に
教
訓
文
も
交
え
ほ
と
ん
ど
の
挿
絵
が
道
歌
を
伴
わ
な
い
点
で
異
な
る
。
一
休
の
故
事
・
訓
話
等
も
交
え
る
。　

⑦
〈
子
供
遊
・
親
手
助
〉
孝
行
雀（
こ
ど
も
あ
そ
び
・
お
や

の
て
だ
す
け-

こ
う
こ

う
す
ず
め

）　

辻
本
基
定（
源
基
定
）編
カ
。
天
保
10（1839

）　

▽
孝
子
伝
や
教
訓
歌
な
ど
を
集
め
た
絵
入
り
教
訓
書
。
上
段
に
解
説
文
を
小
字
・
一
六
行
・
付
訓
で
記
し
、
下
段
を
見
開
き
の
挿
絵
と
す
る
。

49
巻
【
教
育
】［
3
点
］　　

①
武
小
学（
ぶ
し
ょ

う
が
く

）　

伊
南
芳
通（
杉
岸
芳
通
・
止
戈
学
士
）作
。
貞
享
3（1686

）　

▽
会
津
藩
土
の
兵
法
家
が
、
平
和
な
社
会
と
民
生
の
安
定
こ
そ
が
武
士
の
存
在
理
由
と
す

る
説
に
基
づ
き
、
徹
底
し
た
修
己
と
武
人
教
育
等
を
説
い
た
藩
士
向
の
教
訓
書
。　

②
幼
童
便
蒙（
前
集
） （
よ
う
ど
う

べ
ん
も
う

）　

鈴
木
百
淵（
文
中
堂
ほ
か
）作
。
安
永
5（1776

）　

▽
武
州
幸
手
の
心
学
者
・

手
習
師
匠
が
「
よ
み
安
く
、さ
と
し
安
き
」
を
旨
に
著
し
た
教
訓
書
。
身
を
修
む
る
道
、身
を
損
な
う
道
等
を
掲
げ
る
。　

③
人
教
〈
六
方
礼
経
附
〉（
に
ん
き
ょ
う-

ろ
っ
ぽ

う
ら
い
き
ょ
う
つ
き

）　

空
谷
智
轂 

作
。文
化
11（1814

）

▽
在
家
信
者
の
世
俗
倫
理
を
説
い
た
原
始
仏
教
「
六
方
礼
経
」
を
和
語
に
改
め
、
邦
訳
と
共
に
編
者
の
平
易
な
注
釈
を
添
え
挿
絵
を
施
し
た
も
の
。

50
巻
【
教
育
】［
2
点
］　　

①
授
業
編（
じ
ゅ
ぎ
ょ

う
へ
ん

）　

江
村
北
海（
綬
・
君
錫
ほ
か
）作
。
天
明
3（1783

）　

▽
専
ら
童
蒙
の
た
め
に
卑
近
俗
事
の
語
で
学
問
の
大
要
を
述
べ
た
も
の
。
諸
書
・
諸
説
を
引
き

な
が
ら
初
学
者
の
学
問
上
の
心
得
や
諸
注
意
を
懇
切
丁
寧
に
諭
す
。　

②
さ
と
し
草
う
ひ
山
口（
さ
と
し
ぐ
さ
う

い
や
ま
ぐ
ち

）　

後
藤
正
速 

作
。
長
嶋
晁
景 
画
。
江
戸
後
期　

▽
駿
河
城
副
守
の
主
君
に
随
行
し
た

著
者
が
著
し
た
、
小
児
が
2
、
3
歳
頃
か
ら
自
然
と
聞
き
覚
え
る
幼
児
語
に
教
訓
の
意
を
添
え
た
絵
入
り
の
教
訓
書
。

第 6 回配本（41 ～ 48 巻）

江
戸
時
代
庶
民
文
庫
・
第
１
期
　
全
60
巻
　
全
収
録
内
容

（40）
（41）（42）

（50）

（48）
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51
巻
【
教
育
】［
4
点
］　　

①
間
合
早
学
問（
ま
に
あ
わ
せ
は

や
が
く
も
ん

）　

大
江
玄
圃 

作
。明
和
3（1766

）　

▽
漢
学
入
門
者
の
た
め
に
仮
名
書
き
で
学
問
の
要
点
を
記
し
た
書
。平
易
で
親
し
み
や
す
い
学
問
か
ら
徐
々

に
高
め
て
い
く
方
法
を
丁
寧
か
つ
具
体
的
に
教
え
る
。　

②
父
兄
訓（
ふ
け
い

く
ん

）　

林
子
平（
友
直
・
六
無
斎
）作
。
天
明
6（1786

）　

▽
孝
・
悌
・
忠
・
信
・
勇
・
義
・
廉
・
恥
の
八
徳
に
基
づ
く
育
児

の
基
本
を
父
兄
に
諭
し
た
書
。
子
弟
の
善
悪
・
邪
正
の
九
分
ま
で
は
父
兄
の
責
任
と
強
調
。　

③
て
み
や
げ　
小
町
玉
川（
雄
八
・
玉
成
）作
。
天
保
6（1835

）　

▽
関
東
各
地
を
遊
歴
し
漢
学
や

詩
文
を
教
え
た
作
者
が
、子
育
て
の
秘
訣
や
年
代
別
教
育
論
な
ど
を
説
い
た
書
。子
ど
も
が
死
と
向
き
合
う
大
切
さ
も
述
べ
る
。　

④
女
学
校
発
起
之
趣
意
書（
じ
ょ
が
っ
こ
う
ほ
っ

き
の
し
ゅ
い
し
ょ

）　

奥
村
城
山（
喜
三
郎
・

増
貤
）作
。
天
保
8（1837

）▽
著
者
は
増
上
寺
領
の
地
方
役
人
。「
女
学
校
」
の
語
を
用
い
た
最
初
の
著
作
と
さ
れ
、
徳
育
中
心
の
良
妻
賢
母
主
義
教
育
の
先
駆
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

52
巻
【
地
誌
】［
2
点
］　　

①
人
国
記（
じ
ん
こ

く
き

）　

関
祖
衡（
平
祖
衡
・
木
斎
）作
。
元
禄
14（1701

）　

▽
越
前
の
地
誌
学
者
が
、
旧
『
人
国
記
』
を
補
訂
し
各
国
住
民
の
気
質
・
風
俗
の
特
徴
を
述
べ
た
地

誌
で
、
日
本
人
の
地
域
性
を
総
説
し
た
最
古
の
地
図
入
り
文
献
。　

②
長
崎
土
産（
な
が
さ
き

み
や
げ

）　

磯
野
信
春（
文
斎
・
文
斎
堂
ほ
か
）作
。
弘
化
4（1847

）　

▽
長
崎
の
浮
世
絵
師
兼
書
肆
が
著
し
た
案

内
書
。
異
国
人
風
俗
や
風
景
・
風
物
の
挿
絵
を
掲
げ
、
名
所
図
会
で
流
行
し
た
精
密
な
鳥
瞰
図
や
斬
新
な
遠
近
法
も
採
用
。

53
巻
【
地
誌
】［
3
点
］　　

①
松
島
図
誌（
ま
つ
し

ま
ず
し

）　

桜
田
虎
門（
桜
田
質
ほ
か
）作
。
文
政
4（1821

）　

▽
松
島
の
名
所
旧
跡
の
数
々
を
紹
介
し
た
案
内
書
な
が
ら
、
伝
承
や
諸
説
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
に
考

証
し
「
観
る
に
た
ら
ず
」
と
一
蹴
す
る
記
述
も
見
ら
れ
る
。　

②
江
戸
名
所
花
暦（
え
ど
め
い
し
ょ

は
な
ご
よ
み

）　

岡
山
鳥（
節
亭
琴
驢
）編
。
長
谷
川
雪
旦（
宗
秀
）画
。
文
政
10（1827

）　

▽
江
戸
府
内
と
近
郊
の
花

鳥
風
月
・
風
物
を
四
季
毎
に
紹
介
し
た
案
内
書
。
花
の
見
頃
や
縁
日
・
故
事
来
歴
・
遊
覧
心
得
等
の
関
連
情
報
や
風
景
画
も
掲
げ
る
。　
　

③
皇
都
霊
跡
志（
こ
う
と
れ

い
せ
き
し

）　

僧
純（
正
聚
房
）作
。
梅
川

東
居（
東
居
）画
。
安
政
5（1858

）▽
親
鷺
聖
人
六
百
回
大
遠
忌
を
前
に
、由
来
す
る
京
都
の
霊
跡
12
カ
所
を
紹
介
し
た
書
。
逸
話
を
交
え
た
り
諸
文
献
の
記
述
に
触
れ
な
が
ら
故
事
来
歴
等
を
綴
る
。

54
巻
【
外
国
地
誌
】［
1
点
］　　

①
〈
増
補
〉
華
夷
通
商
考（
ぞ
う
ほ-

か
い
つ

う
し
ょ
う
こ
う

）　

西
川
如
見（
求
林
斎
ほ
か
）作
。
宝
永
6（1709

）　

▽
『
異
国
風
土
記
』
や
『
職
方
外
紀
』
等
に
依
拠
し
長
崎
で
得
た
情
報

も
加
味
し
た
日
本
初
の
本
格
的
世
界
地
誌
。
来
航
す
る
唐
人
等
の
記
事
や
唐
船
各
図
も
掲
げ
る
。

55
巻
【
外
国
地
誌
】［
1
点
］　　

①
坤
輿
図
識（
正
編
）（
こ
ん
よ

ず
し
き

）　

箕
作
省
吾（
寛
ほ
か
）編
。
弘
化
2（1845

）　

▽
本
邦
初
の
世
界
地
図
『
新
製
輿
地
全
図
』
の
刊
行
者
が
、
解
説
書
と
し
て
編
ん
だ
世
界

地
誌
。
内
憂
外
患
の
幕
末
期
に
海
外
情
勢
を
把
握
す
る
最
重
要
の
書
と
さ
れ
た
。

56
巻
【
外
国
地
誌
】［
1
点
］　　

①
坤
輿
図
識（
補
編
）（
こ
ん
よ

ず
し
き

）　

箕
作
省
吾（
寛
ほ
か
）編
。
弘
化
3（1846

）　

▽
単
な
る
補
遣
に
止
ま
ら
ず
、
各
国
の
政
治
体
制
や
経
済
・
交
易
・
軍
備
な
ど
国
力
・
軍

事
力
の
実
情
や
宗
教
・
文
化
的
特
徴
な
ど
に
踏
み
込
ん
だ
記
述
が
目
立
つ
。

57
・
58
巻
【
教
訓
】［
1
点
］　　

①
為
人
紗（
い
じ
ん

し
ょ
う

）　

苦
甜
斎
守
株（
中
江
藤
樹
カ
）作
。
寛
文
2（1662

）　

▽
作
者
志
学
の
15
歳
頃
か
ら
書
き
集
め
た
聞
き
書
き
に
、
和
漢
の
聖
賢
・
偉
人
等
の
故
事
や

和
漢
書
の
金
言
等
を
交
え
て
初
学
者
の
心
得
を
平
易
に
説
く
教
訓
書
。

59
巻
【
救
荒
・
防
災
】［
10
点
］　　

①
鎮
火
用
心
集（
ち
ん
か
よ
う

じ
ん
し
ゅ
う

）　

頓
宮
仲
左
衛
門（
頓
宮
笑
月
ほ
か
）作
カ
。
享
保
16（1731

）　

▽
作
者
の
見
聞
に
基
づ
き
主
と
し
て
商
家
に
お
け
る
防
火
・
消
火
の
心

得
を
書
き
記
し
た
心
得
書
。「
回
禄
用
心
集
」
と
「
平
生
心
懸
置
ベ
き
事
」
か
ら
成
る
。　

②
御
薬
方
書（
お
や
く
ほ

う
し
ょ

）　

作
者
不
明
。
天
明
4（1784

）　

▽
享
保
飢
饉
の
対
策
と
し
て
被
災
地
に
頒
布
さ

れ
た
『
薬
法
書
』
を
修
正
し
た
『
薬
法
書
付
』
を
一
部
削
除
・
改
変
し
簡
素
な
内
容
で
上
梓
し
た
小
冊
子
。　

③
か
て
も
の　
莅
戸
善
政（
大
華
）ほ
か 

編
。
享
和
2（1802

）　

▽
天
明
の
大
飢
饉

を
前
に
米
沢
藩
主
・
上
杉
鷹
山
の
命
を
受
け
た
重
臣
が
指
揮
を
執
り
、
飢
饉
時
に
備
え
る
代
用
食
の
調
査
・
研
究
を
踏
ま
え
編
纂
し
た
救
荒
書
。　

④
救
荒
須
知
録（
き
ゅ
う
こ
う

す
ち
ろ
く

）　

凌
雲
居
士 

作
。

天
保
4（1833

）　

▽
救
荒
作
物
を
始
め
備
荒
お
よ
び
飢
僅
時
の
諸
心
得
を
記
し
た
救
荒
書
。
天
保
の
大
飢
饉
の
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
東
北
地
方
の
民
衆
を
い
ち
早
く
啓
発
し
た
。　

⑤
救
荒
鄙

諭（
き
ゅ
う
こ

う
ひ
ゆ

）　

作
者
不
明
。
江
戸
後
期　

▽
飢
饉
時
の
救
荒
作
物
の
食
用
加
工
・
調
理
・
保
存
法
や
禁
忌
等
の
他
、
代
用
食
、
解
毒
法
、
粗
食
の
工
夫
な
ど
飢
饉
時
の
養
生
法
に
も
触
れ
る
簡
易
な
救

荒
書
。　

⑥
〈
麁
食
三
益
〉
家
宝
往
来（
そ
し
ょ
く
さ
ん
え
き

-

か
ほ
う
お
う
ら
い

）　

作
者
不
明
。
天
保
5（1834

）　

▽
粗
食
・
微
食
を
主
と
す
る
倹
約
心
得
を
載
せ
た
往
来
物
。
三
度
の
食
事
の
一
回
を
粥
に
す
る
延
寿
の
た

め
の
養
生
・
倹
約
法
が
庶
民
困
窮
の
助
に
な
る
等
と
諭
す
。
⑦
き
ゝ
ん
心
得
種（
き
き
ん
こ
こ

ろ
え
ぐ
さ

）　

山
岡
霞
川（
其
月
斎
）作
。
天
保
7（1836

）　

▽
干
魃
・
天
候
不
順
・
水
損
等
に
よ
る
凶
作
へ
の
備
え
等
、

農
民
の
心
得
や
、
大
飢
饉
の
惨
状
や
幕
府
の
対
応
を
教
訓
に
勤
倹
や
備
荒
の
重
要
性
を
諭
し
た
往
来
物
。　

⑧
地
震
百
人
一
首（
じ
し
ん
ひ
ゃ
く

に
ん
い
っ
し
ゅ

）　

鈍
中
納
言
破
家
卿 

作
。
明
和
3（1766

）　

▽
百
人

一
首
の
歌
人
を
用
い
て
明
和
津
軽
地
震
を
詠
ん
だ
狂
歌
。
百
人
一
首
の
パ
ロ
デ
ィ
は
数
多
い
が
、実
際
に
起
き
た
地
震
を
題
材
に
し
た
点
が
異
色
。　

⑨
〈
江
戸
〉
大
地
震
末
代
噺
の
種（
え
ど-

お
お
じ

し
ん
ま
つ
だ

い
は
な
し

の
た
ね

）　

作
者
不
明
。
安
政
頃　

▽
安
政
江
戸
地
震
の
経
緯
や
江
戸
府
内
各
地
の
建
物
・
人
命
の
被
害
状
況
・
経
過
、
被
災
者
、
自
然
現
象
、
逸
話
、
幕
府
の
救
済
措
置
等
を
ま
と
め
た
絵
入
り
冊
子
。

⑩
〈
大
江
戸
〉
地
震
後
教（
お
お
え
ど-

じ

し
ん
ご
き
ょ
う

）　

休
応
斎 

作
。
安
政
頃　

▽
『
実
語
教
』
の
文
言
に
似
せ
て
安
政
江
戸
地
震
後
の
模
様
な
ど
を
記
し
た
往
来
物
。
被
害
状
況
や
罹
災
者
へ
の
援
助
、
地
震
に

対
す
る
心
得
等
も
含
む
。

60
巻
【
神
道
】［
6
点
］　　

①
神
風
恵
草（
か
み
か
ぜ
め

ぐ
み
ぐ
さ

）　

新
松
忠
義（
忠
閭
・
守
柱
翁
）作
。
享
保
9（1724

）　

▽
八
幡
大
菩
薩
・
天
照
皇
大
神
宮
・
春
日
大
明
神
の
「
三
社
託
宣
」
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を

問
答
体
で
詳
述
し
、
極
め
て
詳
細
に
考
証
を
加
え
独
自
の
見
解
を
示
し
た
書
。　

②
天
地
恵（
き
み
の
お
お

ん
め
ぐ
み

）　

九
嶋
義
保（
不
学
自
性
居
士
。
天
恵
斎
カ
）作
・
画
。
文
化
1（1804

）　

▽
神
儒
仏
に
通
じ

た
作
者
が
「
女
わ
ら
べ
に
よ
ろ
づ
冥
理
を
知
ら
し
め
ん
た
め
」
に
詠
ん
だ
道
歌
を
主
と
す
る
教
訓
書
。
既
刊
『
天
の
恵
』
を
大
幅
に
改
編
し
た
も
の
。　

③
竃
神
秘
説（
か
ま
ど
が

み
ひ
せ
つ

）　

玉
田
永
教 

作
。

文
化
4（1807

）　

▽
火
を
扱
う
場
所
を
司
る
竃
神
や
五
穀
・
食
物
を
司
る
神
等
の
由
来
や
諸
説
等
を
紹
介
。
考
証
を
通
じ
て
誤
謬
や
迷
信
を
排
し
、
禁
忌
や
祭
礼
等
に
も
言
及
。　

④
〈
神
儒
仏
〉

三
教
和
談（
し
ん
じ
ゅ
ぶ
つ-

さ

ん
き
ょ
う
わ
だ
ん

）　

大
森
三
楽（
不
明
堂
）作
。
天
保
4（1833

）　

▽
究
極
に
お
い
て
神
道
・
儒
教
・
仏
教
の
三
教
は
一
つ
で
あ
る
と
、
三
教
一
致
の
道
理
を
順
々
に
説
き
、
寓
話
・
道
歌
等

も
交
え
て
平
易
に
諭
し
た
教
訓
書
。　

⑤
民
家
敬
神
録（
み
ん
か
け
い

し
ん
ろ
く

）　

城
戸
千
楯（
大
江
千
楯
）作
。
天
保
11（1840

）　

▽
種
々
の
「
神
書
」
な
ど
を
参
酌
し
て
、
神
を
祭
る
意
義
、
不
浄
を
避
け
穢

れ
を
祓
う
、
先
祖
供
養
等
、
神
道
の
基
本
的
な
心
得
を
簡
潔
に
説
い
た
書
。　

⑥
三
界
一
心
記
図
会（
さ
ん
が
い
い
っ

し
ん
き
ず
え

）　

春
屋
繊
月（
真
脱
庵
・
為
麻
絢
）作
。
嘉
永
2（1849

）　

▽
上
河
淇
水
の
未
完
書

を
門
弟
が
補
述
・
公
刊
し
た
絵
入
り
教
訓
書
。
万
物
の
根
元
、
陰
陽
和
合
、
本
心
を
知
る
こ
と
等
を
種
々
の
故
事
や
寓
話
を
引
い
て
諭
す
他
。

第 7 回配本（49 ～ 56 巻）第 8 回配本（57 ～ 60 巻）　完結

江
戸
時
代
庶
民
文
庫
・
第
１
期
　
全
60
巻
　
全
収
録
内
容

（52）（53）

（55）

（59）

（59）（60）
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ジャンル
セット 巻 本体価格

（税別）

宗教
（仏教・神道）
セット

［計 6巻］
9～12, 60 巻 74,500円

語彙 セット
［計 6巻］
3, 13, 14, 37～
39 巻

78,500円

女性・女子 
（産育・家政他）

セット

［計 11巻］
1, 2, 4, 5, 19, 
20, 25～29 巻

150,000円

教訓 セット
［計 19巻］
2, 4, 21～24, 30
～36 ,  45～48 , 
57, 58 巻

267,000円

〈各巻　分売価格表〉

✓巻 ［ジャンル］収録資料点数 /内容（頁数） ISBN 本体価格
（税抜）

1 巻［女性百科］女芸文三才図会（540頁） 978-4-86688-001-3 19,000円
2 巻［女子教訓］2 点 / 女要訓和歌文庫他（280頁） 978-4-86688-002-0 9,500円
3 巻［語彙］2 点 / 万宝女節用罌粟嚢他（350頁） 978-4-86688-003-7 12,000円
4 巻［女子教訓］3 点 / 婦人教訓・女今川伊呂波文他（290頁）978-4-86688-004-4 10,000円
5 巻［風俗・遊女］3 点 / 漫画百女他（330頁） 978-4-86688-005-1 11,500円
6 巻［諸芸］4 点 / 当流謡指南抄他（300頁） 978-4-86688-006-8 10,000円
7 巻［暦占］3 点 / 天竺霊感観音籤他（290頁） 978-4-86688-007-5 10,000円
8 巻［遊戯］4 点 / 秘事百撰他（380頁） 978-4-86688-008-2 13,000円
9 巻［仏教（臨終行儀）］3 点 / 孝養集他（510頁） 978-4-86688-009-9 18,000円
10 巻［仏教（往生）］3 点 / 女人往生章他（320頁） 978-4-86688-010-5 11,500円
11 巻［仏教（仏教一般）］4 点 / 孝子善之丞感得伝他（320頁） 978-4-86688-011-2 11,500円
12 巻［仏教（放生）］6 点 / 商家繁栄・農家豊作・重宝記他（450頁）978-4-86688-012-9 16,000円
13 巻［語彙（通俗辞書）］3 点 / 畳辞訓解他（330頁） 978-4-86688-013-6 11,500円
14 巻［語彙（通俗辞書）］4 点 / 寺子節用錦袋鑑他（390頁） 978-4-86688-014-3 13,500円
15 巻［俚諺（俚諺一般）］4 点 / 漢語大和故事他（400頁） 978-4-86688-015-0 14,000円
16 巻［俚諺（道歌等）］2 点 / 和漢詞徳抄他（330頁） 978-4-86688-016-7 12,000円
17 巻［養生］6 点 / 養性百種他（430頁） 978-4-86688-017-4 15,500円
18 巻［養生］5 点 / 病家示訓他（460頁） 978-4-86688-018-1 16,500円
19 巻［産育］4 点 / 児相素見他（430頁） 978-4-86688-019-8 15,500円
20 巻［産育］6 点 / 老婆心書他（510頁） 978-4-86688-020-4 18,500円
21 巻［教訓］5 点 / 善悪道中独案内他（380頁） 978-4-86688-021-1 13,500円
22 巻［教訓］4 点 / むかしありしこと他（310頁） 978-4-86688-022-8 11,000円
23 巻［教訓］3 点 / 農家童子訓・海隅田舎草紙他（430頁） 978-4-86688-023-5 15,000円
24 巻［教訓］2 点 / 忠孝道の栞他（400頁） 978-4-86688-024-2 14,500円
25 巻［家政］3 点 / 万宝智恵袋他（310頁） 978-4-86688-025-9 11,500円
26 巻［家政］2 点 / 大全針刺宝他（480頁） 978-4-86688-026-6 18,000円
27 巻［家政］錦嚢智術全書（一～三冊）（340頁） 978-4-86688-027-3 12,500円
28 巻［家政］錦嚢智術全書（四～七冊）（320頁） 978-4-86688-028-0 11,500円
29 巻［家政］4 点 / 料理秘伝抄他（320頁） 978-4-86688-029-7 12,500円
30 巻［教訓］2 点 / 民家分量記他（490頁） 978-4-86688-030-3 18,000円
31 巻［教訓］4 点 / 貝原先生家訓他（320頁） 978-4-86688-031-0 12,000円
32 巻［教訓］訓蒙勧孝禄（520頁） 978-4-86688-032-7 19,000円
33 巻［教訓］4 点 / 堪忍袋他（340頁） 978-4-86688-033-4 13,000円
34 巻［教訓］5 点 / ふみ鏡他（360頁） 978-4-86688-034-1 14,000円
35 巻［教訓］4 点 / 利運談他（380頁） 978-4-86688-035-8 14,500円
36 巻［教訓］5 点 / 童子常の心得他（360頁） 978-4-86688-036-5 14,000円
37 巻［語彙］6 点 / 古版字尽他（320頁） 978-4-86688-037-2 12,000円
38 巻［語彙］世説故事苑（380頁） 978-4-86688-038-9 14,500円
39 巻［語彙］事物異名類編（380頁） 978-4-86688-039-6 15,000円
40 巻［年代記］3 点 / 日本・唐土・二千年袖鑒他（380頁） 978-4-86688-040-2 15,000円
41 巻［法令・教諭］4 点 / 御当家御制法他（340頁） 978-4-86688-041-9 13,000円
42 巻［法令・教諭］6 点 / 父母状講釈他（320頁） 978-4-86688-042-6 12,000円
43 巻［礼法］2 点 / 三礼口訣他（330頁） 978-4-86688-043-3 12,500円
44 巻［礼法］2 点 / 日用贈答・書札辨惑集他（410頁） 978-4-86688-044-0 15,000円
45 巻［教訓］主従心得草（初・二編）（480頁） 978-4-86688-045-7 17,500円
46 巻［教訓］主従心得草（三～五編）（570頁） 978-4-86688-046-4 21,000円
47 巻［教訓］6 点 / 絵本清水の池他（330頁） 978-4-86688-047-1 12,000円
48 巻［教訓］7 点 / 教訓・拾ひ歌他（320頁） 978-4-86688-048-8 12,000円
49 巻［教育］3 点 / 武小学他（390頁） 978-4-86688-049-5 15,000円
50 巻［教育］2 点 / 授業編他（400頁） 978-4-86688-050-1 15,500円
51 巻［教育］4 点 / 間合早学問他（350頁） 978-4-86688-051-8 13,500円
52 巻［地誌］2 点 / 人国記他（350頁） 978-4-86688-052-5 13,500円
53 巻［地誌］3 点 / 松島図誌他（440頁） 978-4-86688-053-2 16,500円
54 巻［外国地誌］増補・華夷通商考（460頁） 978-4-86688-054-9 14,000円
55 巻［外国地誌］坤輿図識・正編（310頁） 978-4-86688-055-6 12,000円
56 巻［外国地誌］坤輿図識・補編（400頁） 978-4-86688-056-3 15,000円
57 巻［教訓］為人鈔（一～五巻）（340頁） 978-4-86688-057-0 13,500円
58 巻［教訓］為人鈔（六～十巻）（350頁） 978-4-86688-058-7 13,000円
59 巻［救荒・防災］10 点 / 鎮火用心集他（360頁） 978-4-86688-059-4 14,000円
60 巻［神道］6 点 / 神風恵草他（450頁） 978-4-86688-060-0 17,500円
別巻「江戸庶民」の生活を知る（解題・索引）（660頁） 978-4-908926-02-0 28,000円

ご
注
文

チ
ェ
ッ
ク
欄

ご
要
望
に
応
じ
て

求
め
た
い
巻
・
分
野
・
内
容

か
ら
選
べ
ま
す
。

…もちろん、この中の数冊でも…

江戸時代庶民文庫 全60巻
別巻 1第１期

❖ご予算、目的に合わせて
　お求めください。

（＊配本価格は次頁）

社会、経済、産業、教育、
道徳、生活、民衆、女性、
風俗、宗教、歴史、医学、
出版、ことば、伝記、家政、
養生、諸芸、防災、図像…

＊たとえば……

様々なテーマから
ご専門・ご関心の巻を
選んで…
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江戸時代の生活分野に関する
あらゆる研究に有益この上なし！

教育・民衆・女性・生活・社会・風俗・芸能・
医学・経済・宗教・絵画・出版…の歴史、美術・
イラスト・デザインの素材…

詳細案内進呈
＊下記へご請求を

◆
稀
覯
・
新
発
見
資
料
を
多
載

◇
挿
画
・
図
版
が
豊
富
な
史
料
を
多
載

◆
鮮
明
印
刷
の
版
本「
影
印
版
」

◇
充
実
の「
別
巻（
解
題
・
索
引
）」

特色

（
＊
各
巻
分
売
価
格
は
11
ペ
ー
ジ
参
照
）

配 本 発行 ISBN 本体価格
第 1 回 8巻（1 ～ 8 巻） 2012.11 978-4-283-01002-4 95,000円
第 2 回 8巻（9 ～ 16 巻） 2013.5 978-4-283-01003-1 108,000円
第 3 回 8巻（17 ～ 24 巻） 2013.10 978-4-283-01004-8 120,000円
第 4 回 8巻（25 ～ 32 巻） 2014.6 978-4-283-01005-5 115,000円
第 5 回 8巻（33 ～ 40 巻） 2015.1 978-4-283-01006-2 112,000円
第 6 回 8巻（41 ～ 48 巻） 2015.6 978-4-283-01007-9 115,000円
第 7 回 8巻（49 ～ 56 巻） 2015.11 978-4-283-01008-6 115,000円
第 8 回 4巻（57 ～ 60 巻） 2016.6 978-4-283-01009-3 58,000円
別巻 1巻（「江戸庶民」の生活を知る） 2016.12 978-4-908926-02-2 28,000円
発行：第1～60巻（大空社）、別巻（大空社出版）

〈全 60 巻・別巻 1〉全巻揃 866,000円

体裁：A5 判・上製・クロス装

江戸時代庶民文庫

江戸時代庶民の生活感覚に直
じ か

に触れる一大叢書

いまに活かせる庶民の知恵が眼前に展開！

〈第１期〉 全 60 巻＋別巻 1（解題・索引）

全巻・大好評発売中！

ご好評につき
「第２期」全40巻
（61～ 100 巻）

刊行開始！

解題・小泉吉永（法政大学
　講師 ）

・
お
取
扱
い

東京都北区中十条 4-3-2（〒114-0032）
TEL:03-5963-4451 / FAX:03-5963-4461
www.ozorasha.co.jp / eigyo@ozorasha.co.jp

学術資料出版

大空社出版
©OZORASHASHUPPAN 2018


